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序

飯山市教育委員会
教育長 田中清市郎

中野建設事務所が計画した， 県道飯山・野沢温泉線改良工事(関沢バイ

パス)予定地には， 先土器・縄文時代の遺跡が推定されており， このため

飯山市教育委員会は緊急発掘調査を実施して記録保存を図ることにしまし

た。

発掘調査にあたっては， 飯山北高等学校教諭高橋桂先生に団長をお願い

して調査団を編成いたしました。

約40日間にわたるこの調査は， 高橋団長はじめ調査員， そして石川伝治

作業責任者をはじめとする調査団の献身的努力によって行なわれたもので

あります。 御尽力により数多くの成果が得られましたことは， 当地方の古

代文化解明にとって朗報であり， 誠に同慶の念に耐えないところでありま

す。 また， 発掘調査に深い御理解と御協力を項いた中野建設事務所並ぴに

地元関係者， 及ぴ発掘調査に御指導いただいた県教育委員会の先生方に対

して厚く御礼申し上げます。

最後に， この本報告書が郷土の歴史の解明と生活の織に広く活用される

ことを念願するものであります。



例 一言問
1 . 本舎は， 長野県飯山 市大字瑞恵字太子林等に所在する 太子林遺跡及び向字畔高等に所

在 す る関沢遺跡の発掘調査報告書である。

2. 調査はm道改良正事 (関沢バイパス) に伴う緊急発掘であ り . 中野建設事務所よ り 依

頼を受けた飯山市教育委員会が事業主体と な っ て実施 したものである。

なお. 調査会 ・ 調査団組織は第H 章第 1 節に記載 しで あ る 。

3. 苑似調1t.は昭和55年 7 月 6 日 よ り 8 月 26日まで実施し， 補遺制査は 9月 16日 よ り 19日

ま で行・なった。

4 . 本書は高橋桂団長 を中心 に調査員会員で共同討議のうえ作 成 し た 。 なお， 執継者氏名

は 目 次に記 し た。

5 . 発掘調査及び本書作成につい て次の諸先生. 諸氏. 諸機関 よ り 御指導， 御協力を賜わ

っ た 。 (敬称略 ・ 順不同)

永峰光一， 樋口持ー， 桐原健， 関孝一， 宮崎博， 中島庄一， 中島英 子. 原川雄二， 金弁

正三， 金弁明美， 大原正義. 宮下健二， 大国文雄. 広瀬昭弘. 西沢隆治. 荒牧美枝 子，

前倒耕 地遺跡調査会 ・ 多摩市遺跡調査会

6. 石質の鑑定について は大沢進氏 よ り 御指導を得た。

7 . 本書の編集は高橋桂， 望月静雄が行 な っ た。
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① 

第I章 遺跡とその環境

第 1 節 遺跡の地理的位置.

太子林 ・ 関沢両遺跡は， 長野県飯山市大字瑞穂地区に所在 す る (第 1図L

甲信国境に源を発する千曲川が信濃に残す最後の平が飯山盆地であ る 。 飯山盆地 を 過 ぎ

る と 千曲)11は. 信越国境の狭谷地fZ- を下刻曲流 しつつ新潟県津南町に至 り ， こ こ で信j農川

と 名 を改めいわゆる津南段丘群を形成しやがて日本海に注ぐ。

飯山盆地西締は， 県岩山 (938.6m). 鍋倉山 (l288.8m ) 等比較的低い開聞山脈 に よ っ

て画 さ れて い る。 こ こ に は越後へ通ず る 幾つかの峠道が存在 し て い る。 一方. W:鯨は毛無

山 (l640.98m) 等三国山脈の支脈 に よ っ て ， ま た断層構造線の機迭 に よ っ て急帳な山地

で画さ れ て い る 。 平地は， 盆地のほぼ中央を 流 れ る 千曲川 に よ って東西に二分される 。 西

側は， 飯山市街地北方 よ り 戸狩地区にい た る 長 さ 7kmに及ぶ長峰丘陵を介在させて常盤平

・ 外様王子が広が り ， 当地方最大の穀倉地帯 と なっ て い る。 東側は. その前半 にかつての千

曲川氾i監原であ る水島平が広がるが， 千幽川が東縁に近接す る に したがって. 段丘 ・ 丘陵

等の徴高地が附析谷を隔て て連続的に連な る と い う 筏雑な地貌 を 呈 し て い る 。 そ し て こ れ

らの徴高地上には幾多の遺跡が存在 して い る。 太 子林 ・ 関沢両遺跡 も こ の徴高地上に立地

し て い る。

飯山盆地は， 第三紀水成層 を基盤と し， 棺幽構造 に よ っ て形 成 さ れ て い る 。 すなわち.

西側の閃回山脈， 盆地中央の長峰丘段が背斜部に相 当 し， 常盤平 ・ 外様平が向斜 部 と な

る。 太 子林・ 関沢両遺跡対俸の上野・ 大倉崎丘陵も柑曲構造の背科部に相 当 し (中村1962).

両遺跡が所在 す る 瑞糖、地区 と は千曲川の下刻 に よ り 分断 さ れた と 考え ら れ る (第 2 図)。

こ の柑的運動に よ っ て形成さ れた背斜部は， 特に河東地区に お い て逆に段食さ れ新旧の段

丘形成が行なわれて い る。 新 期の千曲川 河岸段丘 面 を あ わせ る と お お よ そ 3 段に分かれる。

太 子林遺跡は， 千曲川を聞において上野 ・ 大倉崎丘段 と対応する上位段丘面に立地する。

この段丘は， 東 ・ 南を千幽川に流入する・江JrI に よ っ て 開析が進み. はぽ独立 し た 丘 陵 を 呈

す。 遺跡はこ の低湿地を望む丘陵項部か ら 南傾斜面の広範闘に及ぶ も の と思われる。 ただ

頂部付近は. 昭和 2 年の村営グラ ン ド造成に よ り 削平 さ れて し ま っ て い る 。

関沢遺跡は. 前記太 子林遺跡の南方約 1. 5 km に位置す る 。 大 ま かには， 南側の宮中丘陵

か ら 太 子林遺跡の丘陵 ま で同一面 と 考 え ら れ る が， そ れぞれ開析 さ れ て 独立 し た 丘陵 と な

. " . 
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っ て い る 。 関沢遺跡が所在す る 丘陵は. 西側の千曲川河岸 に下位段丘面が形成 され. 本丘

陵問には筒北に細長い谷状地が入 り 込んでい る 。 さ ら に， 太子林の丘陵と関沢遺跡が立地

す る 丘陵聞には， も う ひとつの穂状の残丘が認め ら れる。

こ の勉状残丘 と大倉崎間には大関橋が架か り ， 県道小沼~関沢線が通っ て い る 。
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第 2園 地形分類図 (小泉・1979 よ り )
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第 2 節 周辺の遺跡

太子林 ・ 関沢両遺跡が所在す る 飯山市瑞恵地区及び対岸の上野 ・ 大倉崎丘陵上には先土

器時代か ら縄文時代にかけての遺跡が 多 く存在す る ( 第 3 図込 こ れは当初よ り 恰好の居住

環境を京 し て い たた め と 忠 われ る (高橋 ・ 1980).，東側に山地を控え， 湧水を集めた い く つ

かの小川J!Iが微高地を開析 し て長流千曲川 に 注 ぐ 。 こ の 自 然環境が先土器時代及び縄文時

代遺跡の立地と校扱に関係し会っ たのであろう。

先上�"f時代過跡は上野 ・ 瀬付 ・日焼 ・ 内野 ・ 北竜湖 ・ 千苅 ・ 滅ノ前 等があ る。 詳細に つ

い て は次節で触れ る こ と にす る 。 次の縄文時代には， 昭和48年に発掘捌管 を実施 し た縄文

liij期の人・合崎遺跡 (j!.，'j橋 ・ 金井 ・ 中 島 ・ 1976)， 昭和5 4年発織調査の縄文後期の 宮 中 遺 跡

(if:j橋 ・ 1979， 1980) 等が殺げら れ る 。 宮 中遺跡は推定 90000m' に及ぶ広大な遺跡である

が， ，Ii.illl路l.tltにff�、2000m'の部分調査に よ っ て石棺状遺構23基. 配石等が出土 し特に注目

を集めた遺跡であ る。 その他， 上 ノ 原遺跡は縄文中期前 葉の土器が多量に出土 し て お り ，

法制の文化 を 究 明 す る の に欠かせない資料 と な っ て い る 。

こ の よ う に， 先土器時代. 縄文時代に密集 し た遺物分布 も 弥生時代にな る と 存在が明確

でなL、。 こ れは， 初 期の水稲耕 作を営むに足る地理的条件が充分でなかっ た た め と 考 え て

よ いであろ う 。 ただ. 弥生中期の特徴的な石器であ る 太型蛤刃石斧が保 集 さ れ て い る の で

全く 弥術文化の浸透が認め られなかっ た訳けではない。 古噴時代に至 る と 狐坂古績が存在

し て お札古t質文化の浸透が行なわれた こ と を明確に裏付けて い る 。 そ し て こ の古墳は.

ノト1"1の凋代時における周辺踏査に よ っ て古墳が新発見 さ れ る ま では飯山盆地東半に お け る

市噴の北限 と さ れて い た{小野 ・ 1953)。 新知見の古境は， 太子林遺跡、の北方約 300 mの丘

陵頂部に あ る 。 大チ林遺跡の所在す る 丘陵 よ り 一段高い商であ る 。 古検は現在 の と ころ二

基発見 し て い る が. 形状等について は今後の測量調査に待 ち た い と 思 う 。

第 3 節 飯山地方の先土器時代遺跡

当地方における 先土器時代遺跡の研究は， 昭和32年. 放神田五六 ・ 永峰光一両氏等 に よ

っ て 発掘調炎が行なわれた横倉遺跡か らである {神田 ・ 永峰， 1958)0翌33年には栄村小坂

遺跡の調査が行なわれ (高縫 ・ 1963)， い わ ゆ る 小坂型彫刻万 の タ イプサイト と し て脚光を

浴びる よ う にな っ た. さ ら に隣接す る 新潟県津高地方に お け る 神山 ・ 締ノ木平 ・ 貝坂等の

遺跡が調査され， 先土器時代遺跡の密集地 と し て 古 く か ら研究フ ィ ールドの対象 と さ れて

き た 。



第 3 国 周辺遺跡分布図 (1 :25.000) 

1.北司量湖遺跡 2.内野遺跡 3.堺沢遺跡 4.il崎原遺跡 5.日焼遺跡 6.上野田

遺跡 7.上野遺跡 8.大倉附ID遺跡 9.大倉餓遭跡 10.瀬付遺跡 11.関沢遺

跡 12.太子林遺跡 13.南骨量湖遺跡 14.狐�i!r積 15.宮中遺跡 16. �襲飼回

遺跡 17.滅ノ前遺跡 18.千苅遺跡 19.尾崎遺跡 20.;1ヒ和棄遺跡

⑤ 
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遺 物 .…発掘 O…表面採集
JIÔ. 遺 跡 名 主 要 文 献

ナイフ 彫 器 f蚤 器 尖E頁器 細石刃 その他

機 倉 • 神田 ・ 永峰 ・ 1958

2 坂 • • • • • 高
高
橋 ・ 1963
橋ほか ・ 1976

3 天代トド 。 飯山北高等学校地歴
部08会 ・ 1977

4 オリハンザ 。 信濃史料

5 坪 山 。 J/ 

6 上 ノ 平 。 野沢温泉村史 ・ 1978

7 意 地 原 。 飯山北高等学校地歴
部08会 ・ 1977

8 真宗寺裏 。 。 11 

9 経 池 " 

10 大 塚 。 。 。 11 

1 1  日 焼 。 。 。 。 新編瑞穂村誌 ・ 1979

12 北 竜 湖 。 。 。 11 

13 内 野 。 。

14 太 子 林 • • • • (本報告)15 関 沢 • • • 
16 よ 野 。 。 。

17 瀬 附 。 。 信j農史料

18 ，邑晶司.
中 。 新編瑞穂、村誌 ・ 1979

19 千 苅 。 。 。 。 。 。 " 

20 城 ノ 1'111 。 " 

21 見 。 。 木島平村史 ・ 1980

22 山 F事 。 。

23 安田神社境内 。 信濃史料

第1表 飯山地方の先土器時代遺跡地名表
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ま た. 飯山盆地内 に つ い て は， 信濃史料刊行時には安田神社境内. 瀬附のみであ っ たの

が， 昭和45年 よ り 開始さ れた飯山北高地歴部の現地踏査に よ っ て新発見の遺跡が怠、増す る

結果 と な っ た {第 4 図 ・ 第 l 表)。 こ れに つ い て は既に触れて い る と お り であ る が (高報告ほ

か ・ 1976)， 各遺跡について若干触れ る こ と にす る。

すべて表面採集に基づ く た め に 各遺跡の性絡 を解明するには至っていないが， 多量の石器

類が録集 さ れ て い る 遺跡は， 大塚 ・日焼 ・ 千苅などが挙げ ら れ る 。 大塚遺跡は飯山盆地の

中央に存在する 長峰丘陵上に立地 し， 石刃石核 ・ 彫刻万 ・ 石刃 な ど があ り ， 石材には安山

岩. 頁岩が主 に 用 い ら れ て い る (註1λ 日 焼遺跡は千曲川の河岸段丘上に位置 し ナイフ

形石器. 掻器. 石刃石核な ど が 多量に採集 さ れ て い る 。 特に石刃石核は県縄石製で， 打面

調整Eの施 された円錐形の見事な も ので あ る 。 ま た， 千苅遺跡は前者二遺跡 よ り 新 しい時期

と 考 え られ. 槍先形尖頭器， 彫器. 掻器， 細石刃石核な ど が あ る 。 特に槍先形尖頭器は約

50点あ り (註2 ). 興味あ る文化内容を含んでい る。 その他， ÛJ停遺跡の娘端石製の尖頭器，

掻器. 上野遺跡の掻器な どは特記すべき遺物である。

註 1 大原正緩氏の御教示に よ る。

註2 中 島庄一氏の御教示に よ る。
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第II章 調査の概要

第 1 節 開査にいたる経鶴

太子林遺跡が認知 さ れたのは， 昭和29年に刊行 さ れ た 「下高井J 以後と思われる。 続い

て 発刊 さ れた 「 信濃史料」 第一巻地名表にも r関沢 (太子林)jと し て勝板式・加曽幸IjE式

・ 石鎌 ・ 謄製石斧 ・ 石皿等縄文中 期の遺物 を 記載 し て い る。 その後の踏査で. 僅か 1 点 な

がら安山岩製の刃�状参IJ片を採集 し て い る〈飯山北高地腹部08会 ・ 1 977 ) 0

一方関沢遺跡は， 昭和 47年に飯山北高地腰部々員の踏査活動に よ り県地石の細片 を 2 点

線 集 し た司王が発見の契機 と な っ た。 ただこの時には僅かな点数であ り ， 遺 跡 と 認定す る に

は資料不足の感があ っ た 。 その後， 昭和5 3年 に 至 り 地元在住の鈴木助治氏が当該地籍 よ り

探集 し た 3 J点の石器を高橋桂に提示 した。 その石器の中には槍先形尖頑器の来製品と思わ

れ る よ う な石器 も 合 ま れており， い よ い よ 我 々 の 注 目 す る 遺 跡 と な っ た の で あ る 。

ちょう ど こ の頃. 中野建設事務所は娘道木烏~野沢線の道路改良事業を計画し， 両遺跡

を通過する関沢バイパ ス建設が兵体化さ れた 。 市教育委員会は， m教育委.u会文化課指導

の下に. 昭和5 3年 9 月 28日市教育委員会教育長室において， 県文化謀関孝一指導主事， 中

野建設事務所， 市教委の三者会談 を 行 な っ た。 こ の 会議 にお い て 事前 に記結保存を 行 な う

事 と な っ た。 会議終了後現地調査を実施 し たのであ る が， その結果， 県文化課よ り 昭和5 3

年10月25日付 で 8(1 0m' 以上を調査す る こ と と し， そ の予算 400万円の概算が提示さ れた。

こ の経過をふ ま え ， 昭和5 3年12月25日市文化財専門委員会に諮問 し た と ころ， 調査は行

なわなければなら ないが， 昭和5 4年度は市内鍛冶田 ・ 宮中岡遺跡の大規模な緊急発掘調査

を予定 し て お り 日程上不可能であ る の で. 翌55 年度に実絡す る よ う に答申があった。

昭和5 5年 6 月 3日付で中野建設事務所よ り発掘調査の依頼が あ っ た。 市教育委員会は 6

月20日に市文化財専門委員会を開催 し て調査会の編成 ・日程等を協議 し た結果， 昭和5 6年

3 月 ま でに金本業を終 了 さ せ る には一刻も早 〈 開始 し なければ間に合わない と い う こ と で

発錨調査は 7 月 6 日 よ り 8 月 12日 ま での約35日間を予定 と し た 。 この会議 で， 団長を飯山

北高等学校教紛で市文化財専門委員の高橋桂先生にお願い し た。

7 月 3日. 市役所におい て調査会役員会 ・ 結図式を開催 し， 調査会規約 ・日程等の説明

を行ない了承された。

調査会組織は以下の と 必 り であ る。
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調査会組織

顧 問 小野沢 鯵 失 (飯山市長)

望 月 光 (飯山市公民館瑞穂、分館長)

会 長 問 中 消市郎 {飯山市教育委員会教育長)

副会 長 柳 公 亨 (飯山市教育委員会教育次長)

理 事 佐 藤 政 男 {飯山市文化財専門委員)

斉 藤 一 六 " 

弓 削 春 穏 t 11 

上 原 幸 夫 11 

高 僑 桂 11 

地区代表 阿 部 武 義 (飯山市議会議員)

石 川 伝 治 (作業員資任者)

事 務 局 佐 旗 正 俊 {飯山市教育委員会社会教n係長)

望 月 静 雄 (飯山市教育委員会嘱託)

。調査団

団 長 高 橋 桂 (飯山北高等学校教諭)

調 査 員 松 沢 f申 (飯山市静問)

荒 井 宏 (長野大学学生)

徳 竹 維 之 (奈良大学学生)

菅 木 由英子 (長野経済短期大学学生)

望 月 静 雄 (飯山市瑞穂豊)

調査補助 員 飯山北高等学校地歴都 (黒岩隆 ・ 上屋英 夫 ・ 菜岩良治 ・ 斉藤毅)

作業協力者 ・ 機関

石川伝治 (作業員責任者)， 宮沢容信. 畔上信義. 大月孝治， 鷲野秀 子. 吉越とみ. L 

今朝治， 小林たを， 小林 と き . 坂1f忠義， 鈴木負見， 阿藤み よ 子. 岡本英由起， 山岸奇j

滝沢綾 子， 中沢千治， 渡辺すえ

関沢区 (岡本悦区長) . 針田区 (山伴今朝治区長) ， 鈴木勧治

教育委員会穆 務局 (平野富太郎. 青木剛， 松沢正喜. 木内三 千雄， 高縫逸郎， 小林ヲ

今弁吉春， 山室茂孝)
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第 2 節 関査の方法と経過

1 . 聞査の方法

太子林遺跡 関沢バイパスの幅員は平均 7mであ る が， 本遺跡を通過する 箇所は急斜面

であ る ため に ， 股計図面では約25mの幅員が設け ら れ て あ った。

調査方法は グ リ ッ ト 法 と し， 道路セン タ ー杭No.75. 76をX軸. No.76杭 を 基点 と し て 直角

に 振 っ て Y軸 と し. 5 x 5 m の グ リ ッ ト を設定 し たが東隅ではY軸が 4 m と なって し ま っ

た。 こ の碁点はグリッ ト 番号 の B - 9 西南隅で あ る 。 X軸は南側の雑木林 と の境付近 を 1

と し北側へ 1 2 と 順次番手号 を 付 し. y軸は東側よ り A - F と し た。

A ラ イ ン はY軸が約 3 mで道路建設予定地東境界 と な るため. 5 x 3 mの変則 グ リ ット

と な っ た 。 さ ら に. 南側へ拡張す る こ と と な り ， 南側へ は イ ・ ロ ・ ハ ・ ニ と した。

関沢遺跡 当初は遺跡範囲外 と も 予測され， 十分な計画を立てず， 任意に三箇所へ ト レ

ン チ を 設定 し た (第 7 図)。 と こ ろが第三 ト レ ンチ よ り 遺物が出土 したため. 改めて グ リ ッ

ト を 設定す る こ と と な っ た。 調査区内にNo.30の建設用の杭が打たれて あ り ， この杭を基本

と し て磁北にX軸を合わせ， 直角に振ってY軸を設定 した。 こ の グ リ ット規模も 太子林遺

跡同様5 x5 m と した。

2. 聞査経過

調究は 8 月 12日を終了の予定日 と し. 7 月6日 よ り 着手 し たが， 連日の雨のため思 う よ

う に作業がは か ど らず. 7 月 13日頃よ り よ う や く 順調に進渉 し た 。

E- 9 .  10グ リ ッ ト よ り 調査を進め. 7 月8日に は縄文土器. ff.\端石製の ナ イ フ形石器

等 出 土 し たが. 縄文土器片 と 関係す る よ う な遺構の検出は認め ら れ な か っ た。 し か し ， 先

土器時代の制片 な ど も 数点出土 し て い る ので縄文時代ばか り でな く 先土器時代の遺物がか

なリ検出される と の予測を得た。

7 月 13日か ら は Eー 2 ・ 3 グ リ ッ ト に も 着手 し. m 層 ま で掘 り 下げなが ら C . 0- 2 グ

リ ッ ト へ進んだ。 7 月 17日には0- 2 グ リ ット北西隅よ り 刃部磨製石斧が出土 した。 さ ら

に. 7 月 24日 ま で に C . 0- 2 グ リ ッ ト よ り ス ク レ イ パ一等 を 合む約60点の石器が出土 し

た。

このため 2 - 1 2 グ リ ット聞の全面を完掘す る こ と に し た。 全面的に繍 り下げはじめ， し

だいに石器の出土す る地点を ま と ま り と し て 把え ら れ る よ う に な る 。 8 月上旬に至 り ， 縄

文時代の遺摘がほ と ん ど 認め られ な い ため， 先土器時代の三箇所の ま と ま り を 中心に調査
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を進めた。 こ の 頃 よ り 土層実測を開始 し

た。
\2 

8 月 6臼 よ り 遺物の取 り 上 げに入 り ，

予定の12B ま でに終了 す る よ う に努めた

が， 遺物f立の 多 さ と . 新 た に 他の ま と ま

斗イ:り の簡所か ら も 点数が増 え ， 発掘終了予

定日を 8 月 2 6日に延期変更す る こ と に し 8 ，守』、。
8 月 13日-17日まで作業を休み. 18B 7 

よ り 調査区内の滑査及び実測 を行ない， 11 
調査終了 に向け鋭意作業を進めた。 19日 11 I 5 
よ り 地形測量に入 り . 26 日 に は小雨の中

全体写真等を徽影 し 全作業を終了 し た 。 I 14 
関沢遺跡 本調査地区は昭和53年10月 I 3 

の現地踏査(県 文化課 ・ 中野建設事務所

- 市教委) に お い て遺跡地 を バ イ パスが

通過す る と 確 認 さ れ て い たが， 昭和5 5 年

に 入 り 設計 図を 実見 し た と こ ろ現地踏査

時 よ り さ ら に 西側の急傾斜と な っ た水田

地帯であ る こ と が判明 した。 したがって， ロw屠 |ロ
遺跡範聞から外れる と の予想、を持ち. 太

子林遺跡、問査の目途がつき 次第調査に取 同W層
り 掛 か る こ と に した。 実際に調査に入っ IU・

たのは 8 月 2 5 日 で あ っ た 。 予定地区内に F E 。 C B A 
お い て 最 も 平坦な部分に三ヶ所の ト レ ン

チを入れた。 (休耕 ) 水田のため削平されて
第 6 図 発繍区及び深度表

い る 部分が多 く . 午前中は一点の出土 も

な か っ た。 午後に 至 り . 第三 ト レ ン チ よ

り 槍先形尖頭器を 含む先土器時代遺物が

ま と ま っ て 出 土 し たため， 一 ・ 二日の調
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9 月 中旬に改めて調査す る こ と に し た 。 すなわち. 補遺調査は 9 月 16査では無理 と 考え，

日 よ り 19Bま で 行 な いユニ ットー箇所を検出 し た 。

以上， 太 子林 ・ 関沢両遺跡の調査は実働約45 日 で 2000m'以上に及ぶ面械を発揺 し， 次意

に 記 す よ う に 多 く の成果を挙げた。

遺跡概観第 3 節

1. 太子林遺跡

丘陵頂部部分が既に削平 さ れ， 遺跡の丘陵の南半に広がる 太子林遺跡は，遺跡、の状況

存在は明確でなL、。 ただ， 今回の調査区で遺物の発見があ っ た事は当然丘頂部に存在 し て

(第 3 図参照 )。 遺跡範囲は南側の緩斜面一僚に広がっ てい た も の と 考え る の が 妥 当 で あ る

4 

''Y47
 

aFZTI守
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E 。

関沢 ・ グリ ッ ト 股定図及び発錨区
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M 7 図
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第 8 図 太子林.w層の微地形及び遺物分布観念図
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お り . 今回の調査区{立中心部 よ り 外れ， 東限地区 と思われる。 ただ， 先土器時代の範囲は

全 く 不明であ っ て ， 今回の調査区か ら ど の よ う に拡が る か は わ か ら ない。

府序 土層の観察は， 調査区西北地点E-IO グリ ッ ト 西壁にi奈 さ 1. 5mのモデルセク シ

ョ ン を設けた。 同時に土壌サ ンプルを採集 した。

E-I0 グ リ ッ ト に お け る 層序は次の よ う に観察 さ れ た ( 第 9図L

I 府 (耕作よ) 厚 さ 約20cm。 耕作お よ び日層中部に達す る ア スパ ラ の 根 に よ る撹乱の

ため非常に も ろ く 粘性の弱L、黒織色土である。

II 層 厚さ約20-30cmo 1 腐 と 同様耕作物のため も ろ い が. 1 層 に比較して粘性は婚す

黒色土}弱。

1Il1Ø 厚 さ 約 5 -lO cmo II 層 と W 層 との漸移層である。 茶縞色土層。

IV Jr} ( ローム府 1 ) 厚 さ 約20- 30cm。 粘性に富んだ し ま っ た紛色土。 上部から下部に

至 る に し た がって硬度を地す。

v 1M ( ロ ーム層 2 ) 厚 さ 約40cm以上。 3叩程度の小礎 と 5岡田程度の砂粒を含む。 非常

に粘性に富んだ位補色を呈す。 強固で し ま り は良好で， 乾燥す る と ク ラックヵ1'l.J.められる。

下部に至って は礎府中の大形礁の上面が入 り 込んでいる。

当地方におけ る テ フ ラ 層 に つ い て は ほ とんど解明 さ れて い な いのが現状であ る。 本遺跡

調文時代

先土・時代

』

1' 9 図 太子林・ 層序(E-IOグリッ ト 西聾)

EZ7- -4  
第 10図 関沢 ・ 層序(B-2グリッ ト 西鐙)
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周辺の供給火山は毛無山. 飯縄山. 妙高山等 多 く あ る が， 本地域において分層， 堆積時期

に つ い て は一切明らかでない.

文化層

本遺跡か らは， 有尾式に比定 さ れ る縄文前期土器片 ・ 石器 と 刃器技法 を も っ先土器時代

の石器類が多歓出 土 し た。 雨時代 を 通 し て遺構は I I層 中 よ り 撮 り 込 ま れ る縄文前期の土は

が一基発見されたのみ で あ っ た 。 ま ず有尾式に比定 さ れ る 縄文土器については， n 層 を 中

心に I ・ II層か ら 出 土 し ， 日l層か らの出土はな か っ た。 土拡以外か らの出土状態は散在的

であ っ て 集中 す る ような傾向は認め ら れなか っ た。

先土器時代の遺物については. 平面的に三 箇所の石器群集中区が確認さ れた。 出土層1芋

は， 日I府からW層下部 に か け て の レ ベル幅約3 0佃にかけ て 出 土 し て い る 。 特にW層中函に

最 も ま と ま っ て お り ， v婦からの出土はな く . mA白からの出土 も 小 さ な比率であ る。 し た

が っ て ， N 層 を 先土器時代の一時期 に お け る 文化局 と 考 え て 差 し 支 え あ る まL、。 さ ら に.

遺物が最 も 多 く 集中 し たW府中薗付近が生活面であ る と推定す る こ と がで き ょ う 。 こ の こ

と は， 三筒所の石器群集中区すべて同様であ る こ と か ら， 層序的には同一時期 と 考 え られる。

2. 関沢遺跡

遺跡の状況 調査に至る経緯で も 触れ て い る よ う に， 最近になっ て よ う や く 確認 さ れ た

遺跡であった。 こ れは. 比較的良好に包蔵 さ れ て い た か ら にはかな ら ない。 な だ ら かな丘

陵頂部付近は畑地. 墓地 と な っ て お り . やや傾斜を増す縁辺は小さ な水田が階段状に並Jも

調査区は丘陵商側斜面で. 南側へは緩< ， 西側には怠崖と な っ て小規模な開析地に臨む地

区であ っ て. 先土器時代遺跡立地 に は最 も li し て い る場所である。 現況は休耕聞であ り ，

遺物の散布は認め ら れ な か っ た 。 遺跡の範囲は， 前記状況のため不明確であ る が， こ の調

査区 を 中心 と し て 拡 が る も の であ ろ う 。

層序 ・ 文化局

関沢遺跡の土層推積状況は. 大局的には太 子林遺跡と 同様であ る (第10図L

ただ， 水田で あ っ た ために111層が消失 し て い る 箇所 も あ り 遺物分布に 多少の影響 が あ っ

た のか も し れなL、。 文化層はNM最上部から 111 府にかけて一枚の も の と 思われる。 喋群は

W層最上部 に お い て 同 一 レ ベルの出土であ っ てin stiuの状態 と 考 え て良いだろ う 。 な お

l'層は水田床土であ り ， 総色を呈 し て い る 。



第III章 太子林遺跡

第1 í酪 先土器時代

太子林遺跡の先土器時代資料は第W婦を中心 と す る一枚の文化府 よ り 検出 さ れた。

1 . 遺物

⑬ 

遺物は総数約 600点 であ る。 種類は. 原石(母岩). 石核. 参t)片\ 二次川工を絡 した石器.

加工を施 さ な い礎石器に大分類さ れる。 余1)片には石核調整に かかわる条1)片 と目的事1)片に分

類 さ れ る が， 分類が難 し い資料 も あ る。 二次加工 を 施 し た石器に も 幾つ かの形態がある。

さ らに礎石器には， ハンマー ・ 古石 ・ 焼け石等の形式があ る。 本稿では二次加工を 施 し た

石 器 を A . 原石・加工 を 絡 さ ない喋石器 を B， 石核をC， *')片 を D と して以下に概述 し た

い。 なお. 2十測は第 2遜~第10表に示 し た。

A 

ナ イ フ形石器(第11図1 - 6 )  

{革 か 6 点 な が ら 形態差に よ っ て さ らに分類 さ れ る 。

a 形…… 中形の刃器状奈1)片を用い， 素材を大 き く 変形 さ せる こ と なし基部 ・ 先端部に

細部調整を施す も の ( 1 . 2 .  3 ，  6 )。 い ず れ も 両設打面を有する石核 よ り 得 られた縦長

刺片を紫材 と す る 。

b 形……比較的小形の縦長制片 を 紫材 と し， 斜めに折断す る よ う にプラ ンティ ン グ を 施

して， 先端を 尖頭状に仕上げた も の ( 4 . 5 ).，  4 は. 正面左側縁には鋭い縁辺 をその ま ま

残 し ， 基部側には細部調整が施 さ れる。 さ らに離面倒に は平坦な調整剥離を 施 し て 薄 く し

て い る。 第一次剥離のパルプは先端側に あ り . 約半分ほ ど 折 り 取 ら れ て い る 。 5 は， 4 と

ほぼ同様の形態であ る がやや小形 で あ る 。

掻器 (第11 図 7 ， 8 .  10. 第12図11)

本石絡 も 数量的には少ないが形態に よ っ て二形式に分かれる。

a 形…… 円形で， 一端のみでな く 周織に も 刃部が作出する も の ( 7 ).，素材は目的外の奈IJ

片 を 用 い て い る 可能性があ る 。 ま た. 8'ま折領品で あ り 全形を幾い行ない が， 本形式に属

す る も の か も しれない。

b形……縦長朱1)片の先端部に刃部を作出 し た いわ ゆ る エ ンド ・ ス ク レ イ パ ー で あ る (10

・ 1 1 )0 10は刃部が三副の細部調整に よ っ て作 出 さ れ て い るが. ナイ フ 形石器のプラ ンティ



@ 

ン グと 技術的に変わ り な く ， 掻器 と し て 良 い のか若干の娃問を残す。 111ま先端部に 自然面

を残すが. 簡単な細部加工に よ り 領器に仕上げて い る 。

彫器 (第11関 9 . 第12削12. 第39図11 4 A )

石器の一端 に フ ァ シ ットを有す る も のを一括した。 9 は細部調整が先端部の み に 施 さ れ

る。 加工方法li. 離側よ り 二 ・ 三 回 行 な っ た後. 正面倒 よ り 急斜な加工が施 さ れ る 。 さ ら

にm餓佐両.には数lド附"吋3

シ'" ト 状にi危Eつている。 当初は掻器 と し て 考えたが， 刃部作出過程 と は考え られないので

本石協に合めた。 12 も一般的な グ レ イパーと異なる。 ファ シ ッ ト は図中上部 よ り 縁辺に直

交する角度でイ1，，" '， さ れる 。 両株辺にはプランティングに近い手法で調整が飽 き れて い る 。

1 1 4  A は伐核を利tIl した石器 と思われる。 本例も9 例 と 同様分類が難 し か っ た 姉ヰである。
..ì欠加rの 1:程は. 正面左側縁に細部加工を絡 し ， ス ク レ イ パーの刃部を作出 し た よ う に

見交け ら れ る が. 離踊ト繍 よ り 縁辺中央付近 ま でファ シ ッ ト が入 っ て お り ， ス ク レ イ パ一

様})告11が'f-'lf除去 さ れ て い る 。 形状は角状彫器に類似する。

錐 {第12凶13 ・ 14)&.. �I.I，川'，jニ し て い る 。 131j不定形な剥片を利用し て い る。 刃 部iは両縁辺 よ り ノッチ状に二

次加rを絡 して作出する。 14は縦長�J片を素材と し， 先端部に細部調整を絡 し て 刃部を作

，" '， し て い る 。 1.i.綜辺には小剥離痕が認め ら れ る 。

有{斧 (第13凶15 ・ 16)

a. })都府製石斧(15) 刃部が丁寧に緩かれ る いわゆ る局都府製石斧である。 正面頒

�nに聞かな自然面を桟すが. f也は全面に調整差が施 さ れ る 。 刃部は両刃で. やや丸昧を帯び

る}ml形態をと る。 表 ・ 隊商 と も に平坦な加工が施 さ れ. 偏平な面 と な っ て い る 。 脂製部

分は子j部を中心 と し て行なわれ て い る が. 離iìiiは若干高 ま っ た 中央部分 に も わずかに認め

られる。

b形. 打製石斧 (16) 15例と同様に蛇紋岩を素材 と す る が. 同一母省ではない。 正面

倒 に は ほ と ん ど二次加工を施 さ れず， も っぱ ら 離面に集中する。 正面左縁辺には節離面が

あ り 折械 も 考え ら れ る が. 自盤面の二次加工を観察す る 限 り には. はぽ完形品と思われる。

刃部は使用のためか潰れて い る 。

B (第14盈1-第16凶)

B種類に は台石 (17). ハンマー(18. 21， 22) ， 搬入石材 (19， 20)， 焼け石(23. 24) の

形式がある。 台石に は図示し得な か っ た が大形の扇平礁が 2 点出 土 し て い る。 焼け石 と し
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第13図 太子林・ 先土録時代の石器量(3) 1/2 
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第18図 太子林・ 先土器時代の石緑(8) 1/2 



⑮ 

31 

29 

32 

!，-
35 

第19図 太子林・ 先土録時代の右犠 (9 ) 1/2 
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M20図 太子林・ 先土録時代の石緑川1/2
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第21図 太子林・先土器時代の右犠 (11) 1/2 
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第22図 太子林 ・ 先土鍵時代の石器量(12) 1/2 
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第23図 太子林 ・ 先土器時代の石器 (13) 1/2 
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第25図 太子林・ 先土穏時代の石総(15) 1/2 
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第26図 太子緋 ・ 先土器時代の石緑川1/2
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第27図 太子林・ 先土縛時代の石器開1/2
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M28図 太子称・ 先土器量時代の石緑川1/2
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た24は離面lこ く ぼみ部分が3ヶ所 あ る 他， タ ール状付着物が明慨に認め ら れ る 。

c (第17図~ 第18凶， 第40 関 1 15 A )

石核は 5点出ょ し て い る 。 25は節理薗の多い石核で. 目 的争IJJ'jは う ま く 得 ら れ な か っ た

と 考 え ら れ る 。 ま た下端からの作出 も 試みられ て お り ， 両設打蘭を有する石核で あ る 。 26

・ 1l5A は と も に打面よ り 90・の角度から加撃 し て刺片を作出す る手法がみ ら れる。 こ れ は

石政調繋の一環 と し て 行なわれるのか， ま たは 1 14例の よ う に残岐を石器に利用する 目 的

なのか興味あ る 。 28はチョ ッ パ ー状の石核 で あ る 。 幅広の争IJ片 を 得 る ため に 用 意 さ れ た の

か も しれなし、。

D (節目図 - 281対 )

前記 した よ う に， 争IJ片には目的制片と石核調整条IJ片 と があ り . さ ら には両者の中 よ り ト

ュ ール と し てその ま ま 利用 さ れた剥片む考え ら れ る 。 ただ， こ れ等の分矧l.i1l}1確て 込ない場

合が多 く . JlI: 々 も 十分な分析 も 行 な っ て い な い ため， 次節で述べる遺物群集中箇所別に触

れ る こ と にす る 。

第I群 (第1911<1 - 第24図 ) ……本群では安山岩を主体 と し て頁ね. !R細石が利 用 さ れ て

い る 。 なお. m地石製{ま僅か 1 )点 (32) で あ っ た。 大形の多IJ片は放火で147mØlの も の も あ

るが， 多 く は50-80mØlの中形孝1)片である。 刃 器状最IJ 片の 多 く は打面 と 反 対 か らの恭IJ離商を

持ち， 両設打磁 を 有 す る 石核から剥が さ れた こ と が理解 さ れ る。 ま た. 績1毛利 片 も 若干出

土 し て い る (64-68) 073-83の 多 く は石核調護基IJ片 と思われる。 791.i品 も典型的な打面再

生刺片であ る。 81-86は石核稜っ き 恭IJ片， 石核縁っ き 剥片であ ろ う 。

第II . 1lI 群 (25凪~第28図 )

石材はI群と同様で あ る 。

2. 遺物の出土状態

丘陵*斜面に位置する 本調査区は， 平均斜度13・ と し 、 う 急斜面であ っ た 。 ま た、 自然礎

が群集 し ， お よ そ 占居地と し て はふ さ わ し く ない場所である。

総面積約1700m'の発掘 に よ っ て ， お お よ そ 3 ヶ所に遺物が集 中 す る 傾向が認め ら れた

(第29凶L この集中箇所を第I -lli群 と呼称す る こ と に し た。 以下. 各群につい て 説 明 を

加 え た い。

第I群( 第30凶ー 第33図 )

本群はA ・ B ・ C ・ D . E- 2 グ リ ッ ト に位置 し. 斜面に沿って約20x 4 mの規模を持

つ。 本地区は臼然礁の分布が紋 も少ない地点で あ り ， 北側は 自 然喋が群集 し て お り 本群が

・， . 
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第30図 太子林・遺物分布図 (1/200)
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M36図 太子林・ 8-9グリット 遺物分布図 1/80
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位置する地区と は非常に対照的であ る。 こ の相実

は 恐 ら く 自 然的要閃に起閃 す る も の と思われる拭

遺物が明確に分離 し て m上 し て い る こ と は何 ら か

の人為的要l刈 も 加わ っ て い る も の と思われる。

/1'， -1:造物'j総数2 10!.'.�であ る。 最 も 集 中 す る 簡

所は 8- 2 グ リ ッ ト であ る が， 群内におい て も さ

ら に分離す る 傾向がよf.め られる。 すなわち， A ・

8 - 2 グ リ ッ ト . C '  D - 2 グ リ ッ ト と い う よ う

に 二分 さ れ. A . 8 - 2 グ リ ッ ト の ま と ま ゆ も さ

ら に : 分 さ れ る 様相i を 供 し て い る 。

A . Rー 2 グ リ ッ ト か ら は刺片が最も 多 〈 出土

し た が. 二次加 J:が施 さ れ る 石器 も 4 1点出 土 し て

い る。 さ ら に白石. 石核 も :1'. 土 し て い る。

A <(t ⑧ 

も
b 

。

代
第37図 太子林 ・ C-2 グ リッ ト 出

土問一傍治分布図 (第 I 鮮) 1/15 

C . D - 2 グ リ ッ ト の ま と ま り は. A . B ー 2 グ リ ッ ト ほ ど 集中する傾向は認め ら れ な

いが. ハンマー ・ 刃部磨製石斧 ・ 掻器 な どが出土 し て い る。 C - 2 グ リ ッ ト で(j. 小範囲

て寸.i)- .母れの石綴 ・ 孝I) Jtがま と ま っ て出土 し . 急、斜商であ り なが ら ほ とん ど 移動 し て い な

い と 考- え ら れる山上状態を示 し て い た(第37図)。 ま た. 自 然喋が目立つがこ れ ら の 多 く は

N1M以 ド に 入 り 込んでお り ， 少 な く と も W 層 堆積以前の礁であ る。

第11群( 第34()<j- 第35阿)

本群は c ・ 0ー 7 . C ' D ' E- 8 グ リ ヅ ト に位置する。 遺物総数は102点で. 第 I 群 よ

り かな り ま ば ら なH'.土状態で あ る 。 ま た 自 然礁の分布 も 広 〈 認め ら れ. 遺物の多 く は こ れ

ら自然艇にi民 っ て 出土 し て い る。 自然礁はII 層 か ら も 出土 し て い る ため. 自然岱: 力 に よ り

動 L 、た形跡が:øtえ る。 し たが っ て 石器 も 喋 と と も に 多少の動 き は あ っ た と 考 え ら れ る 。

遺物は， 打製石斧 ・ ナイ フ形石器 ・ ハ ンマーな ど が出土 し て い る 。 石材は安山岩を主体

と し て JU'� . !.I.\fl�石があ り ， 第 I 群 と 同様 で あ る 。

第([[群 ( 第36凶)

ま と ま り の 全体を検出出米なかっ たが. E 10. D . E-ll グ リ ッ ト を中心に分布する。

本地区は調資区の中で比較的平担 で あ る 。

遺物は. 制 片 を 中心 と して掻器が出土 し て い る 。 ま た. 他では顕著でなか っ たが. 本地

区では砕片が比較的 多 〈 出土 し て い る 。
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その他い く つかの グ リ ッ ト で単独あ る い は 数点の石器がま と ま って出土 し て い る (第37

図L

3 . 造物の接合状態について

石器の接合は， 石器製作技術の復元， 石器の移動の把握 を 目 的 と す る も のであ る。 本遺

跡で も こ の作業を試みたが， 同一石材が多い ため識別が困難であ っ た 。 ま た， 多分に豊富

な経験 と 長期間の作業に基づかねばな らず， 現報告段階では中途半端の ま ま 記 さ ねばな ら

ない。

その中で第 I 群 に つ い ては後合作業 と 並 行 し て同一母岩別に分類 を 行 な っ た (第38図L

地点接合

第38図は第 I 群に お け る地点接合であ る。 実線で結んだ も のが接合する石器であ り ， 破

線は同一母岩に職別 し た も のであ る。 接合する石器はほぼ十分な作業に基づい て い る が，

母岩別に分類 し た 例 に つ い て は中途段階であ る。

接合する例は ほ と ん ど B- 2 グ リ ッ ト 出土石器と関係する。 移動の状況はほぼ斜面に沿

っ て い る 。 最大距離は約1 5 m で あ る 。 多 く の接合例は 2 - 3 点のみの機会であ り ， そ れ ら

の石器の動き を分析す る に足 る 資料では な い が. 金銭合石器が 1 ヶ 所 に お い て ま と ま っ て

出土 し たのが 1 例あ り . 本群を考え る に あ た り 単 に 自然営力のみで石器の移動が行なわれ

たのではな い こ と を 示 し て い る 。

なお， 1 - 111群聞の後会 に つ い て は不十分のため本稿では割愛 し た。

扱令資料

不充分ながら， 現段階で緩合 し得た資料について説明 し てみたい。

第 l 桜合資料 ( 1 14 ) グ レ イ パー と 呼称 し た石器と 機長来IJ片である。 1l4 A の布側線の

最IJ離は， 114 B の刺片争IJ隊後の作業であ る 。 こ れ ら の刺片は検出 し得なかった。 なお， 1 

のナ イ フ形石器と は同一母岩である。

第 2 被合資料( 1 1 5 ) 石核と刺片 1 点の接合である。 石桜の形態がかな り 変化 し た事が

窺える。 す な わ ち. 刺片 1 1 5 B の右縁辺に は 細部調整が施 さ れて お り ， この面が本来下端

部分 と 考 え ら れ る。 図中 V 面{ま. 石核打面で な く ， 刃器状刺片承IJ離面である。 残核は以前

の石核打函 よ り 約4 5 ・ 起 き 上が っ た 状態 と な っ て い る。

第 3 機会資料 (116) 刃器状制片 2 J点の緩合で あ る 。 1 16 B 最IJ片が最初に刺がされ， 打

面調整 さ れた後 1 16 A 参IJ片が制が さ れ て い る 。

第 4 接合資料(117) 3 点が接合す る。 接合状態か ら か な り 大 き な角礁を母岩 と し て い
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第39図 太手林 ・ 個体別資料 (1)
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第40図 太子林・ 個体別資料 (1)
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第41図 太乎林・個体別資料 (3)
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M42図 太子林 ・ 個体別資料 (4)
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第43図 太子林 ・ 個体別資料 (5)
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M44図 太子林・ 個体別資料 (6)
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第45図 太子林・ 個体別資料 (7)

い る 。

る こ と が高買 え る 。 制離順序 は B→ A . C であ る 。 A は上 ・ 下端を打商 と す る石核 と な っ て

第 5 接合資料(118) 2 点の刺片 よ り な る。 A 恭1)片剥離の際の打面と B 承1)片参1)離の打面

と は 約90・ の 差 が あ る 。 後合正面は， A . B と も右方向か らの同一刺般商に 覆われて い る

こ と か ら ， A参1)片が石核調整剥 片 と 考 え ら れる。

第 6 �奏会資料(11 9) 刺片 2 J点の接合であ る 。 打面作出工程の制片であ ろ う か。

第 H 奏会資料(120) 石材は安山岩であるが， 風化のためかfi)能面の観綬が困難 で あ っ

た。 刺隊順序 は D→ C→ B→ A で あ る。 D . B 石 器 に 自 然面 を 残 し て お り ， 比較的初期の

刺片刺離作業であ る こ と が窺 え る 。

第 7 援会資料(121 ) 打面を同 じ く する接合例である。 B禁1)片は A制片 よ り 約 l佃短〈
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正面を観察す る と も う 一枚の恭tJ片が概に作治 さ れて い る こ と が綾 え る 。 目的�J 片 を 作出 す

る ための商取 り と 思われる争IJ片 で あ る 。

第 8 接合資料 (第46凶122) 10点の刺片 ・ 石核 よ り な る 。 原石のほぼ全形に復元されむ

製作工程は， 同平な 自 然蘭 を 打面 と し て A*，J 片 を 作出す る。 A剥片・は後に破損 し， 二個体

と な っ て い る 。 次に石核の隅の B 条IJ 片 を 作出 す る が. こ れは打凶 を 広 く し て お り ， 目 的制

片の作出のためではな し 石核の分割か調整のための象IJ離であ ろ う 。 幅 広 な C 制 片 を作出

した後. ノド石綴は下端 よ り 二分割 さ れて い る 。 こ れは一視のア ク シデ ン ト と 見倣 し た 方が

良いのか も し れ な し 、。 F制片はその後離面 よ り 打繋 を 加え て作11\ し て い る。

ヨド例は扱合 し た 結果， 長 さ 30cm近い喋に復元さ れたが， É l 的 と す べ き 争IJJ干は作/1'， し て い

ない取が判明 した。 こ れは. 所問中途段階であ るのか. 石核にm*ず破挺 し た も のか明確

でない。

第 9 桜子千資料 (第411)()123) 刃器状剥片が分割 し た例であ り ， 本米の彼介ではない。 A
. B 両争IJJt と ら 分割後に，�IJ離 さ れた商が認め ら れ る。

第 2 節 縄 文 時 代

縄文時代の遺構 ・ 遺物(;1， Ríî期有尾式土器 片 と 土I広 I 基であ る。 遺物(;1，狗1・ilベ令:f，本から

出 土 し . 特に ま と ま っ て 出 土 した地区(;1 D ・ C ' E - 3 グ リ ッ ト ， D . E 8 グ リ ッ ト で

あ る 。 E - 8 グ リ ッ ト で検出さ れた土拡よ り 出 土 し た土器片以外はすべて 11 JM)うでI JM よ

り 出 土 し た も のであ る。

遺楠 (第47関)

わずか 1 基であ る が， E - 8 グ リ ッ ト よ り こ仁拡を検出 し た。 ‘11. lfti庁長は 160x 80cm のボ務

桁円形 を I.f!.す。 自然艇の密集する地区に構築 さ れて い る。 JJ.よ!必はI"I I�'Iがあ り . 地1 1 1 向 然艇

が認め ら れるω i奈さ は22cmを àllJる。 造物は北壁側に縄文純文の 1'.止法)'，'が，'1'， 1: し て い る 。

遺物

土I広 お よ び調筑区 よ り 出土 し た遺物は縄文前期干jJ己式に比定 さ れ る _j'.:l:f_J'，'必 よ ぴ石器 3

点である。

土器

有足式土器は， fi反山市有尾遺跡m�l:ご!:路 を 標準 と し て 設定 さ れた も のであ り ， 関 東地方

の県浜式土器 と併行する。

ヨヒ様構成のf"�Mに よ っ て. 以 ドの よ う に分類で き る。

.... 白・ . . ι - ー ・ 一 ・ ・ . • .. . " . . ... . ー 、
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A類一沈線文が施 さ れた も の ( 第

48図 1 . 2 .  3 )  

1 1;1沈線を斜状に施 し. 口縁部{ま

無文であ る 。 ま た， 小突起状口縁を

有 す る 。 2 1;1横走する沈線お よ び斜

走する沈線が放 さ れ る 。 3 は口綜に

平行な沈線 と それに直交す るこ粂の

沈線が飽 き れ て い る 。 口唇はやや内

轡する。 2 は繊維を少量含む。

B 類一沈線文 ・ 通点策IJ突文が施さ

れた も の (第48凶 4 . 5 )  

4 は 口唇上お よ び口縁部に違点刺

突文が施 さ れ て い る 。 5 は数条の沈

線文 と そ の 内側に連点刺突文が施さ

'‘-一

'‘ 

⑧ 
o .  

自

1 . 

れ て い る 。 第47図 太子林・ 縄敏時代土t広実測図 ( 1/20)

C類一半裁竹管に よ る平行沈線 ・

斜定交が施さ れ た も の (第48図6 -14， 第49図15， 16) 

6 - 1 1 ・ 13. 14は歓粂の沈線が施 さ れ有尾式特有の斜走 した三角文がみ ら れ る 。 9 ， 14 

は小突起状。) n 締 を 有 す る 。 12は縦位 ・ 横位の沈線が施 さ れ る 。

D類一半松竹管 に よ る爪形文 ・ 波状文が施 さ れた も の(第49図17-25)

17は 口締がやや内轡 し， 爪形文が施 さ れ て い る 。 18は17同様爪形文が施 さ れ て い る 。 19

-23は爪形文 と波状文が施 さ れ て い る 。 23は口縁がやや内轡す る 。 24-25はit線 と波状文

が施され19-23 と比較 し て ， 波状文が強調 さ れ て い る 。 19. 22. 25は繊維を少量含む。

E 額一縄文のみ施 さ れた も の (第49図28)

縄文のみ に よ る 口縁部破片で. 畿維を少量含む。 単節斜縄文の組み合わせに よ り 羽状縄

文 を 施 し て い る 。

F 類一網部以下縄文が絡 さ れ る も の {第49図26-30. 第50図31 -33)

単節斜縄文の組み合わせ に よ っ て羽状縄文 を 呈す る も の (29. 32) と . 閉 じ く 菱形 を 呈

す る も の(26， 30) があ る。 27は恐 ら く 菱 形 を 呈す る と 思われる。 ま た. 331ま羽状縄文 と

な ら な い 単節影}縄文 L R で あ ろ う と思われる。 26 ・ 28， 29， 30. 32. 33は繊維を少量含み
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第50図 太子林・ 縄紋時代前期の土務 (3)

33は表而に繊維束の痕跡 ら し い も のが見 ら れ る 。

(ーなお合繊維土器は拓彩図中の断面 を 黒 〈 塗 り 潰 した。 -)

石総 (第51図)

縄文時代の石G:fは， ョ長線資料を含め僅か 3 点の み で あ っ た。

@ 

罵
33 

10個

1 (立石鍬であ る。 石材は泉純石が用 い ら れ基部が欠損 し て い る 。 ま た， 無荏で長さ は28

mmであ った。 石鍬器部の扶 り 込みは全長に比 し て小 さ い。 加工は誕加に主要最lJ離面 を 多 く

残すが. R古i締お よ び正面全面には入念な二次加工が飽 き れて い る 。

2 は縦形の石匙であ る。 石材は粘板岩 が用 い ら れ一部は欠損 し て い る 。 刃昔[1は入念に調

竪剥継 して作出 し て い る 。 ま た， つ ま み部分お よ びその周縁に も 二次加工が施されている。

3 は石匙で あ る。 石材は安山岩が用い られ一部欠損 し て い る 。 2 同様に械設刺片を利用

し て い る が. 顕苫な調整差是lJ離は見受 け ら れ な L 、。 つ ま みは簡単な加工 を 施 し て作品 し て い

る。 刃部は直刃ではな く 轡幽 し， 両面に小剥離 を 残 し て い る。

以上 3 点の石器は遺構内 か ら 出 土 し た も の で な い が， 縄文ñiî期有J7:.式土器に伴う 石器 と

し て よ いであ ろ う 。
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第51図 太子林・ 縄敏時代前期の土鍵 (2/3)

t.i4-No. 11'0 L r.f. 名 絵、 Jt 濁4 紘 石 質 鎗 ヨ�グリ ッ ト :I.� さ 俗. 17- 重量
a・ a・ a・ s 

1 1- 1  llf. ナイ フ形イi総 91 30 10 29 頁 主雪 先端部一部欠損
1 1- 2  n M ナイ フ形イir.f 78 26 19 22 頁 ι“a 4 I 層
1 1 - 3  B - 9  ナイ フ形イi2:f 61 21 10 8 築 総 石
1 1 - 4  E- 9 ナイ フ形イj2:f 47 23 10 6 議 紘 石

1 1 - 5  11 f，下 ナイ フ形イia品 37 14 4 2 無 線 石

1 1 - 6  11 併 ナ イ フ形イi総 50 20 6 6 安 山 怠 先治部一部欠t.n
1 1 - 7  m M f長 ?.'f (43) 5 1  1 1  27 安 山 岩
1 1 - 8  111 E下 t蚤 怒 (29) 38 8 8 #.\ 犠 石 基部側欠tJi
11-9 Z下 彫 2.f 84 68 15 102 頁 岩
11-10 11 tt f鑑 2.f 51 22 7 9 雪宮 山 宕
12-11 r.f. t蚤 :l:f 104 29 17 30 頁 岩
12-12 tt 彫 2.f 98 53 22 90 頁 宕
12ー13 t宇 錐 制 64 22 75 安 山 省 基部欠娘
12-14 II E宇 錐 69 50 1 9  48 頁 岩
13ー15 群 メj認;俗製￥i斧 129 53 19 158 蛇 紋 省
13-16 n 電車 打 製 石 斧 1 1 6  4 1  18 93 蛇 紋 岩

第 2 表 太-f-林 ・ 先土器時代石器計 測表
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図-No. 出 土 群
名 称

言十 ìRlI f直
石 質 L滞 考

グリ ッ ト 長 さ 幅 厚 重量
mll mm r .. g 

14-17 I 群 ふC2aa 石 156 110 54 970 安 山 宕 ストー ン リ ターチャー ?

14ー18 I 群 ハ ン マ ー (65) 61 (31) 165 砂 司山ゴ 欠t員
14-19 I 君平 搬 入 石 材 76 51 18 90 チ ャ ー ト 欠tIí
14-20 I 群 搬 入 石 材 103 51 24 187 チ ャ ー ト

15-21 11 群 ハ ン マ ー 158 74 83 360 砂 石山
15-22 1lI 若手 ノ 、 ン マ ー 171 84 61 1050 ltY 耳山ヨ 欠損
16-23 I 群 焼 け 磯 191 66 52 830 をL、 耳山ま 欠鍋
16-24 若手 焼 け 障壁 173 50 20 230 砂 耳山B タ ール状付着物あ り
17-25 I 若手 石 核 95 54 54 405 安 山 狩

18-26 I 群 石 核 71 52 35 130 頁 ;rï 1 I習
18-27 I 群 石 核 64 42 25 65 安 山 fi

18-28 1Il 群 石 核 106 88 51 4 90 安 山 *':.

19-29 I 群 刃�状剥片 78 32 6 9 頁 ￥r:. 小争1I離痕あ り

19-30 苦手 刃器状最1I片・ 62 35 7 15 安 山 fi

19-31 I 群 刃器状孝1I片 68 26 27 18 安 山 !l;'

19-32 I 群 刃総状剥片 (42) 32 8 12 黒 権 石 小制維痕あ り

第 3 表 太子林 ・ 先土器時代石器計淑IJ3受

図-No. 出 土 若手
名 称

言十 調IJ {直
石 質 備 ー宅

グ リ ッ ト 長 さ 帳 隠 重量
a・ 電岨 m m g 

19-33 I 群 刃器状最IJ片 71 36 I I  26 安 山 �i・

19-34 I 若手 刃器状事IJ片 147 43 12 80 安 1 11 れ

19-35 I 群 刃Q.状剥片 110 36 16 46 安 山 れ

19-36 I 群 刃器状最IJ片 117 57 21 99 安 山 fi 欠打1
20-37 I 群 刃器状孝IJ片 75 29 9 18 安 11 1 れ

20-38 群 刃器状剥片 50 30 19 21 安 山 :t:. 欠如
20-39 I 群 刃Q.状事IJ片 55 24 1 2  1 2  1石 山 れ 欠航
20-40 I 群 刃�if状争IJ片 64 36 13 25 安 IJJ .n 
20-41 群 刃総状事IJ片 50 23 9 8 安 山 �"';. 欠航
20-42 群 刃Q.状争IJJ守 56 19 8 6 安 山 n 欠損
20-43 I 群 刃器状事1I片 104 34 22 57 安 山 幻
20-44 I 群 刃Q.状華IJ片 81 33 13 32 安 山 続 欠鍋
20-45 群 刃器状孝IJ片 (39) 30 10 1 1  頁 岩 欠損
20-46 I 群 刃器状最IJ片 54 25 7 10 頁 石山
20-47 群 刃器状奉IJ片 95 30 14 36 安 山 岩
20-48 I 群 刃告是状事1]1守 70 28 1 1  20 安 山 岩

第 4 表 太子林 ・ 先土器時代石器計測表

.... .. .・ー ー -. 、 ι • 巴p守時 ， •
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闘-No. :p. 土 群 名 称 立十 淑1) {直
石 質 備 考グリッ ト :I:� さ 制 ).'!- 重量1111 IIUII DlII g 

20-49 f，f }) ;!;f状剥)'， (38) 28 1 1  1 1  頁 岩 欠損
21-50 R下 最1) 130 42 16 56 安 山 岩
21-51 I f.下 争1) 98 40 1 1  56 安 山 岩
21-52 I m� 争1) 140 28 21 30 安 山 岩
21-53 I i作 争1) 76 21 11 15 安 山 翁
21-54 �t下 最1) 98 40 1 1  1 1  頁 岩-
21-55 I t下 事1) 46 33 6 1 1  安 山 宕
21-56 I Z下 話1) 78 43 20 61 頁 苦言

21-57 l洋 最1) 40 64 16 39 頁 岩 欠煩
21-58 I It下 品1) 74 14 14 10 安 山 岩
21-59 I M 年1) 61 35 16 24 安 山 岩
21-60 I Itf. 年1) 46 25 13 1 1  安 山 岩
22-61 I f.t 最1) 100 52 22 69 安 山 岩
22-62 1 L中 話1) 片 59 22 7 14 安 山 岩 欠損
22-63 �tf. 争1) 60 31 8 10 安 山 岩
22-64 I �t下 年1) ô1 88 15 69 安 山 岩

第 5 表 太子林 ・ 先土器時代石器計測表

(';(I-No. /1'. ， 1: f，下 キ'a �; 
百十 淑。 f直

石 質 備 考グリ γ ト 長 さ 幅 隠 1Ii:1量
"11 刷血 御園 g 

22-65 l Z下 最Ij 66 18 6 5 安 山 宕
22-66 I 者下 最1) 43 78 23 64 安 山 岩
22-67 I 君1- 最リ 28 62 15 17 安 山 務
22-68 ! 君下 最1) 31 52 10 14 安 山 岩
22-69 I 草寺. 刺 44 30 12 1 1  安 山 岩
23-70 君f. 事リ 49 36 8 10 頁 定山正
23-71 I 君下 制 バ- 47 28 8 7 頁 署山Z 

23ー72 I 君下 制 48 37 1 1  1 6 頁 岩
23-73 l 君下 最リ ， .... 54 113 1 1  

23-74 I f，f 事リ 片 52 53 20 41 頁 岩

23-75 君下 1;絞�M持1))'.' 63 57 15 30 頁 E山Z 
23-76 I 君宇 最1) 54 30 18 24 頁 浩
23ー77 I 君下 才打(ri.ll，耳幣最1))'.・ 45 65 20 50 安 山 岩
23-78 I 君宇 ffo'ù;湖務剥1'.・ 53 80 17 78 安 山 岩
24-79 I 群 才fúù.ll，母校最111'.・ 46 48 9 17 安 山 岩
24-80 I 君宇 才丁樹高司聖書草111'.・ 63 98 17 74 -I_é IJJ 岩

」一一
第 6 表 太子-林 ・ 先土器時代石器計測表
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図-No.
出 土 群 名 称 富十 滋4 値

石 質 備 考グリ ッ ト 長 さ 幅 f7- 重量
.. .. .. g 

24-81 群 石核陵f持tJ片 124 31 12 3 1  安 i幻 岩
24-82 1伴 石核段付帯tJ片 116 22 17 28 安 山 岩

24-83 I E手 石核陵N事tJ片 87 22 19 22 安 山 岩
24-84 Z宇 石核陵付帯tJ片 82 30 14 35 安 山 宕
24-85 群 石核陵付帯t)片 84 28 19 21 頁 苦言
24-86 I Z宇 石核段付事t)片 55 21 15 7 R 岩
25-87 II 群 刃告書状事IJ片 190 142 17 39 頁 差ま

25-88 II 群 刃器状事tJ片 47 35 7 15 頁 生ふAずa 
25-89 ロ 群 刃器状*，J片 75 32 9 19 頁 重宝
25-90 II 群 刃器状華t)片 69 30 14 27 安 山 岩
25-91 II 君手 刃t是状最1)片 43 40 12 16 安 山 岩

25-92 II 併 刃器状最tJ片 64 40 8 15 安 山 岩
25-93 II 群 刃器状奉tJr，- 99 52 15 108 安 山 岩
25-94 II 群 刃器状最tJ片 75 21 1 1  2 2  安 山 岩
26-95 II 群 刃器状制片 65 35 1 1  18 頁 岩

第 7 表 太子林 ・ 先土器時代石器官 十淑tJ表

凶-No.
出 土 右下 名 称、 言十 調4 値

石 質 備 JJ-グリ ッ ト f立 さ 幅 /7. 重量
.. IIUI ". g 

26・96 II 群 刃i.f状刺片 65 33 14 27 安 山 岩 欠羽1
26 - 97 日 群 刃器状*，J片 45 19 7 6 安 山 岩 欠t員
26 ・ 98 II 鮮 刃器状*，J片 90 27 1 1  23 安 山 岩
26 ・ 99 II 俳 刃告書状刺片 81 32 11 27 安 山 総 欠tJl
26-100 II � 刃器状制片 44 27 6 5 安 山 岩
26-101 日 群 刃器状刺片 84 24 7 14 安 IlJ 岩
26-102 II U 刃器状*，J片 80 24 22 38 'ti 山 岩 欠fA
26-103 l1J 群 刃器状制片 71 31 10 23 1; 山 岩 欠航
26・104 日I 群 刃務状事IJ片 63 20 7 13 1; tlJ お 欠損
27駒105 II 群 事tJ 片 105 130 40 390 1; 山 岩
27-106 11 幹 *，J 片 87 98 11 109 安 IIJ 岩
27-107 II 群 打商調援事tJ片 94 65 20 99 安 山 岩
27-108 II 君事 事tJ 片 65 35 15 20 1; 山 宕
28骨109 II 野 事IJ 片 103 44 21 78 安 l幻 岩
28-110 111 群 最iJ 片 60 38 1 6  15 '1; 山 岩
28-111 n 群 事tJ 片 65 68 5 20 1; 山 老若

第 8 表 太子林 ・ 先土器時代石器計測量長
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図-No. 出 土 群
名 称

言十 淑4 出直
石 質 備 考グリ ッ ト 長 さ 幅 厚 重量l1li DIDI "・ g 

28 - 112 II 群 最1J 片 72 74 18 105 安 山 岩
28・ 113 III 群 事IJ 片 54 77 16 70 安 山 岩
39-114A 群 彫 2畠 104 55 35 146 頁 岩
39・1 1 4 B I 群 最IJ 片 31 52 9 6 東 岩
40-115A I 群 石 核 66 41 39 92 頁 岩
40-115 B 群 最1} 片 57 6 1  19 46 頁 岩
41・116A I 群 刃器状剥片 57 45 12 33 安 山 岩
41-116 B 群 刃器状制片 62 28 12 16 安 山 岩
41・117A I 群 石 核 89 53 28 120 安 山 岩
41-117 B I 群 最リ 片 121 55 45 300 安 山 岩
42-117C I 群 最リ 片 42 120 26 82 安 山 岩
43-118A 君学 最リ 片 41 54 8 16 安 山 活
43・118B I 群 最リ 片 49 84 13 31 安 山 岩
43-119A I 群 最リ 片 70 48 13 27 安 山 岩
43・ 119 B I 群 最リ 片 55 68 19 47 安 山 岩
44-120A 群 最I} 片 73 66 25 108 安 山 岩

第 9 表 太子林 ・ 先土器時代石器計測表

図-No.
出 土 若手

名 務:
言十 調1I 値 石 質 備 考グリ ッ ト 長 さ 幅 厚 重量

岡国 ，." 細血 g 
44・120B 群 争。 片 69 61 35 124 安 山 岩
44・120C I 群 拳I} 片 46 15 18 7 安 山 岩
44・120C I 君学 最I} 片 99 40 29 114 安 山 岩
45・121A II 群 最I} 片 72 58 10 29 頁 岩
45・ B II 群 争。 片 62 41 6 15 頁 車山ヨ
46・122A I 君宇 最IJ 片 54 87 24 180 安 山 岩
46-122 B I 群 最I} 片 63 70 52 175 安 山 岩
46-122C I 群 最I} 片 135 129 38 635 安 山 岩
46-122D I 君学 最I} 片 67 57 16 48 安 山 岩
46-122E I 君宇 最I} 片 91 4 1  8 27 安 山 岩
46-122F I 君学 最I} 片 69 94 51 280 安 山 岩
46-122G I 群 最1} 片 54 52 24 25 安 山 岩
46-122H 群 最I} 片 95 27 24 40 安 山 岩
46-122 1 I 君事 石 核 123 146 97 1970 安 山 岩
46-122 J I 書学 石 核 134 143 79 1555 安 山 岩
41・123A I 群 刃�状最I}片 60 45 1 1  24 安 山 岩
41-123B I 群 刃器状華I}片 68 49 14 23 安 山 岩

第10表 太子林 ・ 先土器時代石器計測表
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第W章 関 沢 遺 跡

第 1 節 遺 物

関沢遺跡 に お け る 先土器時代の石器群は W層最上部 あ る い は m 層 を生活面 と す る一枚の

文化局 よ り 集中 し て 出 土 し た も のであ る。 出土点数は台帳に記載 し た も の で 182点， 他 に

無記録の も の数点であ っ た。 石器組成， 石質の統計は第11表-13表に示 し た。 以下石器群

の分類と その概要について記述する。

分類

本遺跡出土石器群は特徴的な石器群が多い反面 ， 従来からの器種名に相当 し に く い器種

も 多い こ と か ら 本稿では形態 ・ 二次加工及び素材 (プラ ン ク ) と の関係、から以下の よ う に

分類 した。

A類 槍先形尖碩器を一括 し た。 素材を抑圧制離に よ っ て整形 し. 縁部は さ ら に細部調

型査が施 さ れる。 多 く は木葉形の両面調整尖頭器で あ る が. 柳葉形， 半両面調型車品

も 認め ら れる。

B 類 主に縦長参1)片 を 紫材 と し. 一方の正面暗部 を 入念に厚形の二次加工 を 施 し て 尖頭

状の刃部を作出 し て い る もの。 離面は 第 l 次条1)離蘭 を そ の ま ま 残 し . 多 く は鯵幽

し た面 と な っ て い る 。 この類は幅の大 き い形 式 と 細身の形式 と が あ る が. こ れは

紫材に よ る差だけかも しれない。 具体的な名称 と し て は 「尖頭削器」 と で も 呼称

さ れ ょ う か。

C類 様々 なかたちの余1) 片 を 素材 と し， その一端に厚形細部調獲 を施 し て 刃部を作出 し

た も ので， r掻器J と 総称 さ れ る も の を一括 し た 。 その形態から， 細長い も の と .

短い も の， 丸い形態の も の 等 多 く の形式が認め ら れ る。

D類 主 と し て縦長剥片の縁部に若干の細部調整 を 施 し た もので， r)!fl)器J の機能が考え

ら れ る 。 中には従米 よ り ナ イ フ形石器 と 考 え ら れ る 石器 も 存在 す る が， 多 く の例

は素材に対するこ次加工は顕著でない。

E類 その他の石器を一括 した。 ノ ッ チ を 有 す る石器. 米製品 と 考 え られ る も の， 小剥

離痕を 有 す る 泰t)片等を含んでいる。

A類 (第52図 1 - 7 ) 
総量� 8 J点出土 し て い る 。 ( I 点鴎示しf専なかったが， これは全面がヒ ピ111tl.状に亀裂が入ってお り .
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�J.凶 (I'iそ く 観奴できない￥i2:fであるためである。 形態t卓造物分布軍lS7闘 を参熊願い たいL 完成品は少

な く ほ と ん ど 折鍋品であ る。 形態的には木葉形が多 く ， ただ 1 点であ る が柳葉形の も の も

認め ら れ る ( 5 )" 2 は折損 し た石器の再生品と思われ， 離薗の両基部側緑を比較的急斜な

二次加工を施 し て い る。 そ のため他の調整箇所 と は異質な感 じ を受 け る 。 6 は全面に平坦

な二次加工 を 施す こ と は行な われず主に縁辺にのみ入念に行 な っ お り ， そのためかやや分

厚 く 仕上がっ て い る 。 7 は半両面加工品であ る。 正面側はほぽ全面に平坦な調整が加え ら

れ る が. 離而は紫材のやや高 ま っ た部分にのみ加工 を 施 し， か ろ う じ て 尖顕器状に整え て

い る 。

A ' 矧 (第52阿 8 ・ 9 ) 

8 は木葉形の尖頭器折損品を再加工 し て ド リ ル的機能を持たせた も の で あ ろ う 。 9 は 当

初第 1 頬に合め よ う と 考 え た が二次加工の仕方 に よ り 除外 し た石器で あ る 。 隊商には基部

側に非常に平岡な朱IJ絡が竺回行なわれる以外全 く 無加工で あ る 。 正面倒は逆に入念な二次

加工が絡 さ れ る 。 第 1 類に比較 し 角 度 を 持 った剥隊方法であ り . 横断面 は カ マ ボ コ 形 を 呈

す る 。 先治部 (凶上部) は基部側に比較 す る と 尖頭状 と な り 縦断面 も 直線的 と な っ て い る。

B 類 {貫%3図)

関沢石器群を特徴づけ る石器形式であ る 。 大別す る と 幅の大 き い一群 (10 ・ 11 ・ 12 ・ 16

・ 17) と細身の一群 (13 ・ 14 ・ 15) と が あ る 。 10は他の例 とやや異な る。 1 1は基部側に も

調箆が加 え ら れ. さ ら に離面に も 施 さ れ て い る。 13は素材の打面側に刃部を作出 し た も の

で. 唯一の例である。 15は正面の稜部に 自然面を残 し， 刃部作出加工は宕縁辺のみ に 施 さ

れ る 。

C 頬 (第54関18-24)

18は縦長争IJ片の先端部を 直線的に折 り 取 り ， やや左傾 し た 刃 部 を 作品 し て い る。 短形掻

器 と 称すべ き であ ろ う か。 19は縦長剥片の基部側 に 刃 部を作出 し た も ので あ る 。 たぶん先

端部が薄いために基部側に設け た も のであ ろ う 。 21は い わ ゆ る 同形掻器であ る が， 刃部は

直線的に な っ て い る。 22 も 2 1例 と 同形態に含めて良いだろ う 。 ほぽ会問に細部調整が施さ

れ る 。 23はやや形態が異 な る 。 正面倒全周に細部調整が施 さ れ る ほか， 裏面基部側 に も 平

ti!.な加工が飽 き れ る 。 刃部は直線的であ り ， やや左傾 し て い る。 24は 自 然商 を 多 〈 残 し ，

正面右側に数回の調笠制緩が施 さ れ て い る 。

D頬 (第55図26-31)

26 ・ 27は と も に刃器状f1J 片 を 素材 と し て お り . 縁辺に不規則 な調整制離が行なわれてい
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11'55図 関沢 ・ 先土11時代の石器量 (4)
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る。 両 者 と も 第一次flJ離薗と 180・ 逆方向か らの剥離面が認め ら れ る が， こ れは素材作品

後祈 り 取っ た も の と 思われる。 31は正面右縁辺の基部側に入念なプラ ン テ ィ ン グが絡 さ れ
て お り ， い わ ゆ る ナ イ フ形石器と 称す る こ と がで き る。 先端部の右縁辺には小劇j雌痕が認

め ら れ る 。

E 類 (第54図25， 第55図32-37)

25は両面加工石器である。 加工工程は正面倒に荒い二次加工を施 した後， 裏面会面に加
工が施 さ れ て い る 。 し か し， 形態的には完成品 と は思われず， I 類の来製品かも しれない。

32は小形の ノ ッ チが認め ら れ る 石器であ る 。 33-35 は 目 的外の刺片 と 思 われるが， それぞ

れ小承IJ離痕の認め ら れ る縁辺を有する。 36， 37は刺片であ る。 と も に打面を残すが， その

来IJ離角は45・ ， 52・ と鋭角である。
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第 2 節 遺物の遺存状態

関沢遺跡に お け る 遺物分布は， 約 8 X 5 mの範囲で集中的に出土 し た も ので， こ の ま と

ま り を 「ユニ ッ ト (Unit ) J と呼称す る こ と にす る (第56図L ユニ ッ ト は礎群， 石器， �I 

片， 砕片で構成 さ れ る 。 以下， 各構成群に つ い て 説 明 を 加 え たい。

喋群 ユ ニ ッ ト の 中心よ り やや南西側に位置する。 大小の喋約20点 に よ っ て 構成 さ れ る

が. 大 き い礁は直径約 8 cm， 小 さ い礁は直径約 3 叩であ り . 比較的情円の礁が多い。 大部

分の礁は赤鰯色あ る い は礼褐色を呈し， ま た火割れに よ っ て破損 し て い る例 も 多い。 ま た

一部の喋については タ ール状付着物が認め られる。 規模は100 X 120cmであ る。

石器 石器には前節に示 し た よ う な 多 く の種類が存在す る 。 ユニ ッ ト 内分布では， ほぽ

全面に存在し， 部分的に偏在する傾向は認められない。 ただ， 第59図に示 し た よ う に各種

類 に よ って若干のパ タ ー ンが認め ら れ る よ う であ る 。 こ れに つ い て は 第 V 意で触れたい。

最1I片 ユ ニ ッ ト 内では偏在する傾向は認められない。 刺 片 に は石核調襲来1I片\ 目的的剥

片 (ブ ラ ン ク ) があ る が， 本ユニッ ト では調整�I片 と 考 え ら れ る も のが ほ と ん ど 認め る こ

と がで き なか っ た。

砕片 ユニ ッ ト 東側 を 中 心 と し て分布する。 砕片は0.5-1伺 と 小 さ し そのため竹ベラ

・ 竹櫛に よ り 入念に検出 した。 出 土 レ ベル幅は10冊以内であ る 。 ユニ ッ ト 東側に集中 し た

こ と に よ っ て， こ こ で二次加工が行なわれた こ と を示唆する。
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第57図 関沢 ・ 主要石総分布図
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f意図番号 台帳番号

52- } 3 T 19 

52- 2 B 2  1 

52- 3 B 3  22 

52- 4 B 2  24 
52- 5 B 2  80 

52- 6 B 2  表
52ー7 B 2 1ì6 

52-8 B 2  ， 
52- 9 B 2 101 

53-10 B 3  8 

53-11 B 2  36 
53-12 3 T  9 
53-13 8 3  18 

53-14 8 2  69 

53-15 8 2  52 

53-16 8 2 133 

挿図番号 台帳番号

53-17 8 2  67 

54-18 8 2  57 

54-19 8 2  9 

54-20 B 2  81 

54-21 8 2  73 

54-22 8 2  74 

54-23 8 3  1 

54-24 8 3  13 

54-25 8 2  

55-26 3 T  13 

55-27 8 3  10 

55-28 B 2 114 

55-29 8 2  42 
55-30 3 T 23 

55-31 C 2  15 

55-32 C 2  19 

分 類
言十 jlJ fi1í 

石 質長 さ 事福 厚 重量
l1.li '岨 皿田 g 

A 65 41 10 21 頁 岩
A 69 39 13 21 頁 岩
A 37 26 7 7 頁 岩
A 53 32 1 1  1 1  頁 岩
A 50 21 8 5 頁 岩
A 59 33 1 6  24 頁 岩
A 52 37 1 2  16 頁 是ま
A '  53 38 13 27 頁 岩
A '  72 36 13 32 東 岩
B 56 53 18 45 頁 岩
B 66 37 14 28 頁 岩
B 61 47 23 37 頁 岩
B 87 26 15 2 1  頁 岩
B 70 34 14 20 頁 岩
B 64 26 20 25 頁 主苦
B 60 38 9 17 頁 岩

第11表 関沢 ・ 先土器時代石器計測表(1)

分 類
言十 淑4 値 石 質長 き 幅 厚 重量

•• l1li IIID g 
B 59 55 12 28 頁 岩
C 40 33 9 1 1  頁 宕
C 54 32 12 13 頁 岩
C 48 40 8 17 頁 岩

C 36 40 7 14 安 山 岩
C 49 44 10 21 安 山 宕

C 65 38 1 6  36 安 山 岩
c '  77 42 17 38 頁 岩

E 70 55 22 69 頁 岩

D 74 19 1 1  10 頁 岩

D 68 17 9 9 頁 岩

D 43 31 6 6 頁 岩

D 31 30 10 10 頁 岩

D 40 36 9 1 1  頁 岩

D 49 25 16 12 黒 煙 石

E 20 26 5 3 身里 線 石

第12表 関沢 ・ 先土器時代石器計測表(2)

備

折損品
完形品 (再生)

折損品
折t員品
折f良品
jC・�ιp42ロE3n 

祈f員品
折損品を再加工
完形品
句7会E・�回o:rヨ

完形品
完形品
j合tJfクdロ回ロ
折損品
j土巳・2月5ク<ロ口ロ一部欠損

備一部欠繍
jC:JfØロロロ
j士E・�ðロロ
句7会E・�シ4 ロZ日3 
%Jfア:� ロEロ2 
句7会E・�ロEロ3 
j三t1・2ZIPdUE臼2 
完7全E・jfノ:�ロEロ2 
来製品?

基部欠領
jC・:JfØðロロ
折損品
折損品
f斤損品

考

考

小�J厳痕 ・ パンチ痕

ノ ッ チ ?
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挿図番号 台帳祷号 分 類
S十 混t 飢

石 質 備 考
長 さ 幅 惇 lli:盆

刷
48 

as • g 
55-33 8 3  2 E 41 6 6 頁 .6 小制緩痕

55-34 C 2  3 E 43 29 8 6 頁 .ù 少�J離痕

55-35 8 2  97 E 44 29 12 6 黒 線 石 小制緩痕 ・ 折級品

55-36 8 3  12 E 60 40 19 29 頁 苦3

55-37 3 T 21 E 87 72 15 77 砂 岩

第13表 関沢 ・ 先土器時代石器計測表(3)
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第V章 成 果 と 課 題

第 1 節 太子林遺跡

先土器時代の遺物出土状態について

先土器時代の遺物が出土 し た地区は， 平均斜度13度 と い う 急傾斜地での出土であ り . 私

た ち は 当初 よ り in stiuの状態であるのか疑問であった。 調査地区内で検出 さ れた三箇所の

ま と ま り も ， 従来か ら の概念で把握 し て考 え て 良 い も の か ど う か購蹄せ ざるを得なかった。

すなわち， 検 出 さ れた遺物群の 「 ま と ま り J を 「有意なJ も の と 考 え て ， (ユニ ッ ト 〉 ・

〈ブロ ッ ク 〉 あ る い は く ス ポ ッ ト 〉 の名称、を 与 え て ア プ ロ ーチ し て 差 し支え ない出土状態

であ る のか と い う 〈 ま と ま り 〉 の前提条件が問題 と な っ たの で あ る 。

その よ う な意味で. 私た ち は 〈群〉 と い う 名称を与えた. こ れは. 単に遺物の集 ま り と

い う 考え方であ っ て ， ( ク ラ ス タ ー (CLUSTER ) > の概念であ る ( E ・ D . 80no 1977).。

さ て ， こ の群の構成に つ い て 第 I 群を主に分析を試みたがか な り 不十分な も の と な っ て

し ま っ た。 現象的には群の分割が考 え ら れたが， 機合資料 ・ 各分審1)区の構成差からは証明

で き なか っ た。 む し ろ. 接合関係から観察す る 限 り に は地形的要因， すなわち， 自然常力

に よ っ て動いた と 考 え る方が首肯されそ う であ る。 ただ， 第 8 �妾合資料例はほぼ!県位置を

保持 し て い る と 考 え られ. 丘陵縁辺に 〈ユニ ッ ト 〉 を構成 し て い た石器群が自然営 カ に よ

っ て 丘陵斜面に流出 し た と い う 考え 方 も ま た否定的であ る.

一方. 三箇所に認めら れた石器群に技術的差異は認められず. ま た石材 ・ 層住的に も 一

致 し て い る 。 群間接合に よ っ て補強され るべ き であ る が. こ れ ら三群はほぼ同一時期の所

産 と 考 え て差 し 支え あ る ま い。

し た が っ て. 太子林遺跡 に 占 居 し た集団は丘陵1買部の平坦部 に 占 居 し て い た事 も 十分に

察知 さ れ る が， 丘陵斜面に も 占居 し， か な り 広範囲なセ ト ルメ ン ト を保 有 し て活動 し て い

た と 考 え ら れ る 。 今 ま で丘陵乃至は台地の斜面に調査が及んだ例は少ない と 思われる。 千

葉県臼弁南遺跡 も そ の少な い調査例であ る が {小田ほか 1975)， こ の よ う に比較的急な斜

面に広範囲 に 占 居 す る 例 を 「太子林セ ト ルメ ン ト J と 呼称 し て お き たい。

以上， 現象的な観察に終始 し て し ま っ たが， 今後各石器の出土状態 を さ ら に分析 し て 太

子林遺跡の居住につい て 明 ら か に し て い き たい と 考え て い る。
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遺物について

二次加工 を 施 し た石器は， 石器総数の僅か 4 %な が ら ナ イ フ 形石器， 掻器. 彫器， 錐，

石斧等バラ エテ ィ に富んでいる。

その中で 6 点 と 最 も 多 い ナ イ フ形石器は， a， b 形に分類 し た。 a 形は中形の刃器状刺

片 を 素材 と し て ， 素材を 大 き く 変形 さ せる こ と な く 基部 ・ 先端部にプラ ン テ ィ ン グを絡 し

た も の で あ る 。 b 形 は比較的小形の象fj片 を 素材 と し， 素材を大き く 加工 し て 尖頭状に仕上

げた も のであ る。 ナ イ フ形石器において. い わ ゆ る 「杉久保形J， r東山形J， r茂呂形J ， 

「国府形J が 「形J か ら 「型J に移行 し た の は恐 ら く 1960年代初期以降 と思われるが， そ

の時点 に お け る 「型式」 と し て の 認定方法あ る い は概念に明確さが足 り なか っ た と忠われ

る。 確かに r国府型」 ナ イ フ形石器は， そ の 素材に翼状制片 を用い時間的 ・ 空間的分布 ・

石材に ら 限定性があ り ， r型式」 と し て 認定 す る に首肯される点がある。 し か し . 「東山

型」 ・ 「茂呂型」 ナ イ フ形石器にはその設定理由が既に失なわれた感がある。

本遺跡出土ナイ フ形石器の r a 形J • r b 形J は従来からの型式名で言えばそれぞれ 「東

山型」 ・ 「茂呂型」 に相当 し ょ う か。 こ の よ う にー遺跡一時期に お け る ナ イ フ形石器を分類

す る な らば単一型式のみで構成さ れる のはむ し ろ例外的であ ろ う 。 一遺跡一時期 に お け る

ナ イ フ形石器 に い く つかの 「型式」 が認め ら れるのは. 「ー型式」 と し て成立 し得な い と 思

われるのである。 こ れは ナ イ フ形石器=ー器 穫 と 誤 認 さ れて い る と こ ろ に理由があ る。 プ

ラ ン テ ィ ン グ技術を も っ て ナ イ フ形石器 と 認定 す る な ら ば， こ れは石器製作技術上の区分

で あ っ て 少な く と も ナ イ フ形石器 と い う 「形式J = r器種J は成立 し ないのであ る 。

かつて， 戸沢， 小田両氏等はナイ フ形石器の形態分類を行. な っ た こ と があ る が (戸沢 ・

1968， 小田 ・ 1974)， 本遺跡、の二分類 も r型式」 では な く 形態分類の概念に因 る 。

因に， 本遺跡 よ り 約15km北方の小坂遺跡で も a ' b 両形態が存在する (高橋ほか 1976)0

こ の こ と は， 前述 し て き た よ う に 単 に r文化系列J の 「交差点」 と解する よ り も他の理由

を求め る べ き であ ろ う 。

次に刃部磨製石斧 について触れて お き たい。 合 く は長者久保遺跡 ・ 神子柴遺跡等先土器

時代終末期 に お け る 刃 部磨製石斧が数例検出 さ れて い たの み で あ っ たが， 近年に至 り 特に

中部 日 本において続々 と機出 さ れて お り ， ま たその出現時期 も 先土器時代初期 に遡 る こ と

が判明 した。 そ の数は約2例列 に も な ろ う か。 小田静失， C . T ・ キ ー リ ー氏 等 は こ の 刃 部

膳製石斧について編年 を 行 な っ て い る (Oda • KeaIly 1973， 小田 1976)0 それに よ れば

1 - UIのタ イ プと それぞれ a . b • C 及 び a . b のサ ブ タ イ プに分類し， 1 - (ßの タ イ プ
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J 

第58図 先土器量時代刃節目..石斧出土遺跡 と タ イ プII (小関ほか 1973) の刃部鹿製石斧

1.吉岡S地点 2.置戸安住 3.長者久保 4.太子林 5.杉久保 6.唐沢 8地点

7.岩宿 8.破山 9.三塁縁地55 10.11.早 1 1 .葉山 12.高井戸東 13.鈴木

14.茶臼山 15.神子柴 16.直坂 17 .鉄砲谷 18. ウ ワ ダイ ラ I
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は時期的に変遷 し， 発達 し て い く こ と を示唆 し た。 タ イ プ I には東京都鈴木， 岡高井戸東，

千葉県三里滋No.55， 締玉県風早， 群.馬県岩宿の 5 遺跡出土例を挙げ， タ イ プ ロ には長野県

茶臼山. 同杉久保. 富山県直坂， 同鉄砲谷， 北海道置戸安住の各遺跡. タ イ プmは長野県

神子柴， 青森県長老久保遺跡出土例を挙げている。 そ し て， 編年的に は タ イ プ I を南関東

の編年Phase 1 ・ 11 a . タ イ プ日 を Phase. IIa ・ IIb • Iß， タ イ プ111 を Phase IV と した。

本遺跡出土例は， 富山県鉄砲谷遺跡出土例に最 も近似する。 鉄砲谷例 と は刃部形態が異な

るが， 報文 (西弁 1973) では r刃先の一部 を 除いて原形を と ど めてJ と記載されてお り，

本来は太子林遺跡例 と 同形態の刃先であ っ た と 考え ら れ る 。 編 年 的 に は 鉄砲谷遺 跡 が

Phase IIb に 位世 づ け ら れて お り ， 本遺跡 も石器組成か ら は 矛盾せずはぽ妥 当 と さ れ よ

フ 。 ・

以上. 特徴的な二種類の石器について述べ て き た。 太子林遺跡石総群の研究は. ナ イ フ

形石器 ・ 刃部謄製石斧 を合め， 本石器群の製作技術 を 明 ら かにす る と こ ろか ら ま ず始めな

ければな らない。 本報告段階では時期的余裕か ら 行な う こ と が出来なかっ たが. 今後の第

一課題 と し て お き た い。

第 2 節 関沢遺跡

関沢ユニ ッ ト につ い て

関沢遺跡は僅か 140 Iげ を 調 査 し た に 過 ぎず， 遺跡の ご く 一部 を検出す る に 止 ま っ た 。 し

か し ， 8 x 5 mの範囲に喋， 石器等が集中的に出土 し， ー単位のほぼ令体を露呈 さ せ る こ

と がで き た こ と は大き な成果であった。 私 た ち は， こ のー単位を 人間行動の結巣を示す も

の と し て く関沢ユニ ッ ト 〉 と 呼称 し た。

ユニ ッ ト の概念は東京都野川遺跡に お い て 実 践 さ れ (野川遺跡開資金 ・ 1971， 小林 ・ 小

田 ・ 1971) ， 行動 型 と し てユニ ッ ト タ イ プが提示 さ れた。 さ ら に 武蔵野公園遺跡の調査にお

い て ， 一時的 に お け る ユ ニ ッ ト タ イ プの総体か ら く コ ン ポ ー ネ ン ト タ イ プ ・ 遺跡の型式〉

を提唱 し た (小田 ・ C. T. Keally • 1973)0 その後. 小田静夫氏は炭化物片. 畷群を ユ ニ ッ

ト タ イ プに か ら めた新ユニッ ト タ イ プを 1 - 7 分類 し て い る (小田 ・ 1977)0 一方， 崎玉県

砂川遺跡では個体別資料を 通 し て 人間行動の痕跡 を 辿 る . い わゆ る 構造的な分析 を 行 な っ

て い る 。 ま た東京都多摩画面坂遺跡では， 個々 の遺物の綿密な分析に よ り 多 く の成果を挙げ

た (永峰 ・ 安孫子 ・ 猪井編 ・ 1980)0

こ の よ う な状況 Fで， 本遺跡の調査は一部を検出 したのみで. 遺跡の全体像を暴 く に は
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至 ら なか っ たため関沢遺跡の情報量は ご く 少ない。 本稿では 〈ユニ ッ ト 〉 と 称 し た集中箇

所について分析を行ない， 関沢遺跡の総体を解明する一歩に し た い と 思 う 。

関沢ユニ ッ ト は， 南北に 5 m， 東西に 8 mの規模で， そ の構成は礎群 を 中心 と し て ， A 

- D類の石器， 最IJ片， 砕片 よ り な る 。 喋群は 1 ヶ所で， 中央部分 よ り やや南西側に位置す

る。 分類別遺物分布は， 第59図に示す よ う に礎群とすべて関係す る よ う な配置にあ り ， ユ

ニ ッ ト の分審lJは認め ら れない。 その意味では， こ の ユニ ッ ト はー単位 と し て 見倣 し て 差 し

支 え ない と 思われる。 器種的には， B '  C 類が喋の周辺に出土 し て い る の に 対 し ， A類は

東西の両端 よ り 出土す る 傾 向 を 見せて い る 。

磯群は. 東京都野川遺跡以来科学分析 を 通 し て厨房跡と推定 し て い る。 ただその出土状

態について は幾つかの状況が考 え ら れ， 私た ち も 以前に触れた こ と が あ っ た (高橋ほか ・

1976)0 関沢遺跡例 に つ い て は， 破損喋が近辺です ぐ按合す る こ と . レベルが同一であ り 集

中的に出土す る こ と 等に よ り ， 機能が行なわれた場所であ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と は炭

化物位の検出 に よ っ て さ ら に補 強 さ れ る べ き で あ るが. 水田床土直下に包蔵 さ れて い た事

と我々 の注意不足に よ り 不明確 と な っ て し ま っ た。 たた喋群のす ぐ周辺から出土 し た黒曜

石和l片 (35) は， 明 ら か に 火熱を受け た と 考 え ら れ る の で こ の 考 え を支持する材料 と な ろ

フ 。

次に. 砕片の分布はユニ ッ ト 東側 に 認め ら れ る 。 石質は頁岩が ほ と ん ど を 占め る 。 一方，

石器A- C類の作出にかかる 第一次工程の剥片類が極めて少量であ る 。 ま た石核 も 見 当 た

ら なも、。 し た がっ て， こ れ ら の石器製作は素材 (ブラ ン ク ) 作 出 ま では他の地区で行なわ

れ， 本ユニ ッ ト へ持ち運ばれた と 考 え ら れ る ので あ る。 こ の よ う な現象は， 新潟県月間遺

跡出土の月 間ユニ ッ ト に も 見受 け ら れ る ( 中村 ・ 小林 ・ 1976)0 なお， 多IJ片， 砕片に 見 当 ら

ない石質を母治 と す る石器は， 他地点 よ り 製 品 と して持ち運ばれた と 考 え ら れ る 。 た と え

ば. A頬の 1 ・ 2 ・ 5 ・ 6 ， B類の10 ・ 13 ・ l4な ど がこ れに該当する。

いずれに し て も ， 本ユニ ッ ト が恒常的な生活の場 と 考 え る のが妥当 と 忠われ. そのユニ

ッ ト 内 で， 石器製作 (主に二次加工 ) ， 厨房施設 な ど が一空間 と して 占 居 したと推定される。

遺物について

本遺跡の石器群は. 第 B類， C類にみ ら れ る よ う に縦長�J片 を 素材 と し て お り ， ま た刃

器状刺 片 と 思われる石器 も 認め ら れ る と こ ろか ら， 技術基盤はいわゆ る 刃 器技法に基づい

て い る も の と 思われる。 ただ， A類等の一部には績長�J片 を 用 い て い る石器 も存在す る と
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こ ろ か ら ， 刃器技法のみに基盤 を お いて い る と は思われず. 他の技術も所有 し て い た こ と

が窺え る。 む し ろ. 刃器技法の崩漢と新技術の出現 と 表 現 し た方が妥当 か も しれない。

D類の石器は ほ と ん ど素材を変形 さ せ る こ と な く 加工を服 し て 石 器 と し.. C '  B→A と

順次二次加工の度合いが大 き く な り ， A 類 はほぼ全面が二次加工に よ っ て覆われる。 すな

わち. D類はほ と ん ど素材に よ っ て 「かたちJ が決定す る の に 対 し . A類に至っ て は そ の

来IJ片 (ブラ ン ク ) の大 き さ のみに よ っ て 素材が選択 さ れ る こ と を示 し て い る。

さ て， 遺物は槍先形尖頭器を特徴的な組 成 と し てお り . ナ イ フ形石器の盛行以後に位置

づ け ら れ る こ と は 了 解 さ れ よ う 。 檎先形尖頭器は， 最大幅が胴都中央部にある 菱形の尖頭

器 を 主体 と し て お り . 細身の柳葉形の尖頭器 も 認め ら れる。 尖碩・器 と し て は ほぼ完成 さ れ

⑧ 
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第59図 関沢ユニ ッ ト ・ 類別分布相疑念図
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た姿で あ る 。 ま た 「尖頒削器」 と し た B 類は従来 「尖頭器」 ・ 「ナイフ形石器」 の分類に含

め ら れ て い た も のであ るが， 明 ら か に 異 な っ た 形 態 と 二次加工を施 し て お り ， 一器種 と 見

倣せる石器類であ る。

本石器群は こ の A ， B 両類. お よ び C類 を 主体 と す る石器群 と し て位置づ け ら れ る 。 そ

し て . 編年的にはナ イ フ形石器の盛行以後 と 考 え て お き たい.

太子林 ・ 関沢両遺跡は， 野川編年 (小林 ・ 小田 1973) では， 太子林が野川II期， 関沢

が野)11m期に位置づ け ら れる。 ただ， 関沢遺跡石器群については， [日期のどの時期に位置

づ け ら れ る か， 若干の見通 し は あ る が今後の課題 と し て お き たい。
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第VI章 ま と め

奥信i島先土器文化の究明は， 昭和30年代初頭神田五六 ・ 永峯光一両氏に よ っ て開拓 さ れ

た。 先土器文化研究略史の 中で望月 静雄が触れて い る よ う に， そ れは下水内郡栄村横倉 ・

小坂両遺跡の発掘調査であ っ た。 その後， 飯 山 北高等学校地勝部鴻君に 引継がれ， 続 々 と

し て 先土総文化の遺跡が発見 さ れ る に い た っ た。 それは， 先土詩文化地名表 に 明 ら か な と

お り であ る 。 発見さ れた先土器文化の遺跡は， 当地方を貧琉する 千I胎川の段丘や近擬する

低丘陵上にほ と ん ど が立地 し て い る。 こ の こ と は新潟県中越地方 と 令 〈 規をーに して い る。

飯山市瑞穂地区はそ の 中 に あ っ て 先土器文化の宝庫 と い え よ う 。 地理的環境の項で触れ

て い る よ う に瑞穂地区の千幽川辺 り はか つ て は河岸段丘面であ り ， 三岡山脈 よ り 流出 す る

小河川 に よ っ て説食 さ れ あ た か も 残丘状の地形が千曲川辺 り に認め られ る に いた っ た と い

え よ う 。

関沢丘陵 ・ 太子林丘 陵 ・ 宮中丘陵 も か つ て は連続 し て 千幽川の段丘函で あ っ た と 考 え ら

れ る 。 き て ， 太子林遺跡は地元の小中学生 に よ っ て石器額が探集 さ れてお り . 縄文時代の

遺跡 と し て 把 握 さ れ て い た 。 ただ今回調査 し た地域の南方で先土器文化所定 と 考 え ら れ る

石器が数点線集 さ れて い る と こ ろか ら ， あ る い は先土器文化の遺跡が存在するのではない

か と の予 測 も 務子私達の意識の 中 に は存在 した。

調査の結果は私達の 予 測 を は る かに上廻る 先土器文化の成果が得られた。 太子林遺跡、に

ついて みれば， 「成果と 課題」 の項で指摘 し て い る よ う に遺物は相当の傾斜蘭か ら出土 し

て お り . プラ イ マ リ ーな状態 と は考え難い。 従 っ て ユ ニ ッ ト と す る よ り こ こ では r群」 と

し て把掘するのが適当であろ う 。 その理由は， 恐 ら く 何等かの外肉的作用 に よ っ て移動 し

た も の と 考え ら れ る か ら に他 な ら な L、。 ただ. 個 々 に そ れぞれが移動 し た も の でな し ま

と ま り を持 っ て 移動 し た も の と 思われる。 そ れは遺物の分街範闘が限定 さ れて い る と こ ろ

か ら も い え る であ ろ う 。 く ど い よ う だが， こ れほ ど の傾斜面では人聞の居住空間 と す る に

は無理であ る と 考え ら れ る か ら であ る。 以上のよ う な観点か ら一般的に認容 さ れ て い る ユ

ニ ッ ト の概念 に あ て は め る には無理があ り r群」 と し て把握 し て お いた訳であ る 。 将来こ

の よ う な傾斜面の出土例 を ま っ て 再検討す る 必要があ る と 考 え て い る 。

出土石器の彼合関係から観察す る と . 符群の縦の接合関係は認め ら れ る け れ ど も ， 検の

接合関係が全 く 認め ら れない こ と も 遺物が移動 し た と い え る であ ろ う 。 次に太子林遺跡の
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特徴的な成果 と 問題点について触れて お こ う 。

ま ず何 と い っ て も 刃部磨製石斧の検出で あ ろ う 。 刃 部磨製石斧に つ い ては近時その資料

が噌加 し て お り ， 緬年的研究 も な されてい る。 従 っ て先土器文化の中 に お い て どの よ う な

石器群と組み合わ さ れ て い る のか今後の資料の集積と分析に大 き な興味を抱 く と こ ろであ

る。 次にナイ フ形石器につい てみ よ う 。 千曲川下流域に分布 す る ナ イ フ 形石器は杉久保型

と か東 山 型 と かいわれ. その形態に よ っ て あ た か も 文化的内容が異なる かの よ う に解釈さ

れ て き た。 私速は今回の調査 を 通 じ て， 従来の タ イ プに よ っ て分類すれば 「東山型J. r茂

呂型」 に 核 当 す る ナ イ フ形石器が共伴する事実 を確認した。 従っ て こ の事実を謙虚に受取

め. 従米いわれて き た よ う な 「型」 に よ る相異が即文化的相異に基づ く と か， 究流に よ る

と か と い う がご と き 単一的な考え方を捨て去っ て も っ と広い意味で石総組成を見直す必要

を痛感 し て い る 。

と こ ろ で太子林遺跡の発痴調査て・私達がま ず反省 し な ければな らない点は， 遺物の出土，

聴の存在と位置， 地質の性格 と の問題であ ろ う 。 先土器時代の石器のほ と ん ど は賞総色土

層 に 若干喰い込んで出土 し た 。 し か し， は っ き り い っ て太子林 を 中心と し た地域では賞縞

色土の雄積は認め ら れ る け れ ど も こ れが果 し て ロ ーム層 と よ ぶこ と がで き る か ど う か甚だ

縫問である。 ま た同時に太子林遺跡では多 く の礎が認め られた. ま さ に累々 と した喋群と

い っ た 方が よ い か も しれない。 そ し て こ の喋は果 して こ の賞織色土 と いかな る関係であ る

のか解明で き なか っ た こ と であ る 。 こ の 点 に つ い て は今後の研究課題 と し て お き たい。

次に縄文時代前期の有尾式土器につ い て で あ る 。 発掘地減の各地か ら破片だけが点々 と

出 土 し た。 こ の点 か ら 考 え れば， 有尾式土器を担っ た 人 々 の 占 居地は発織地域上方 と 考 え

て よ い であ ろ う 。 破片の中には重要な意味を持つ も の も あ る が， 今回は先土録文化に筏点

を 置いたために出土土器のほんの一部のみ紹介す る に と どめた。 今後機会をみて発表 し た

い と 考え て い る。

次に関沢遺跡について触れよ う 。 r成果と 課題」 の項で触れて い る よ う に こ こ は ま さ に

従来指摘 さ れて い る よ う に 「ユニ ッ ト J と 認定 さ れて よ い も の であ ろ う 。 そ う い う 点では

当 に 成功 し た発鋸であった。 そ して 出 土 し た 石器 も 問題 と な る も の ばか り であ る 。 この遺

跡出土の石器が果 して編年的にどの位置に属するかは今後の課題 と し て も ナ イ フ形石器に

後続す る こ と は確かであ ろ う 。 し か し， それはそ れ と し て も 関沢遺跡出土の絡先形尖顕器

を ど の よ う に年代的に位置づけ さ れ. 日 本の先土器文化の中で どの よ う な意味 を も つ も の
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かは今後の研究にかか っ て い る と い え よ う 。 更に石器製作上の問 題 も 今後の重要な課題と

い え よ う 。

なお. 関沢遺跡は遺跡全体からながめた場後調査地域は ご く 限 られた も のであ っ た。 こ

の よ う に ご く 限 定 さ れた地域から問題のある石器が出 土 し た こ と か ら 考 え て. 近辺の未発

織地域に どの よ う な遺物が眠 っ て い る のか非常に興味と期待が も たれ る と こ ろ で あ る 。 具

体的には工事が施行 さ れる段階では更に調査を施行する必要があ る こ と を指摘 し て関沢遺

跡の項を終 り に し た い と 思 う 。

い つ も の こ と な が ら， 調査を終了 し てみ る と 不備 だ ら けの こ と に気がっ し あ れ も し て

お け ば よ か った， こ れ も すべ き で あ っ た と 考 え る の で あ る が後樺先に立たずである。 こ れ

は緊急発掘調査 と い う 時間的， 予算的制約に基づいて い る と い え ばいいすぎであ ろ う か。

一度でいい. 時間的制約 ・ 予算的制約に と ら われず充分に納得い 〈 発描調査を行ないたい

と 考 え るの は筆者等のわがま ま で あ ろ う か。

*尾ながら発掘調交に御協力頂いた作業員の皆さ ん. 地元の区長 さ ん， あ た たかい励ま

し と 差 し 入れ を し て 下 さ っ た地元市識の阿部武義氏. その他調査に関与 さ れ た関係諸氏 ・

諸機関に対 し，己、か ら な る謝意を+挙げた い と 思 う 。
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